
素素
敵敵
なな
店店
がが
、、
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
。。 

丘丘
のの
上上
のの
シシ
ョョ
ッッ
ププ
第第 8811 回回 

昔昔
でで
はは
考考
ええ
らら
れれ
なな
かか
っっ
たた
、、
便便
利利
なな
場場
所所
でで
すす
。。 

22002222 年年 88月月 2200 日日発発行行（（毎毎月月１１回回発発行行）） 第第８８１１号号 

緑が丘・黒石野地区などから見える

印象深い景色をお届けします。

丘の上百景

昨年、岩脇町上空に現われたキレイな夕焼け空（2021.7 月）

ここのの 1111 月月でで、、創創刊刊８８年年目目でですす。。 ロロ
ッッ
クク
ババ
ンン
ドド
「「クク
イイ
ーー
ンン
」」のの
楽楽
曲曲 

『『手手
をを
とと
りり
ああ
っってて
』』 

ララ
ジジ
オオ
かか
らら
流流
れれ
てて
きき
てて 

聴聴
きき
入入
っったた 

ササ
ビビ
はは 

洋洋
楽楽
なな
のの
にに
何何
とと
日日
本本
語語 

♪♪ 

手手
をを
取取
りり
ああ
っってて
～～ 

ここ
のの
まま
まま
行行
ここ
うう
～～ 

愛愛
すす
るる
人人
よよ 

すす
るる
とと
創創
作作
歌歌
詞詞
がが
浮浮
かか
んん
でで
きき
たた 

そそ
れれ
をを
海海
外外
のの
ロロ
ッッ
クク
ババ
ンン
ドド
にに 

歌歌
っってて
もも
らら
いい
たた
くく
てて 

♪♪ 

ＯＯ
ｍｍ
ｏｏ
ｔｔ
ｅｅ
ｎｎ
ａａ
ｓｓ
ｈｈ
ｉｉ  

ＷＷ
ｏｏ
ｒｒ
ｌｌ
ｄｄ 

？？ 
 

笑笑
わわ
せせ
るる
わわ
～～ 

ＯＯ
ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ
ＥＥ
ＮＮ
ＡＡ
ＳＳ
ＨＨ
ＩＩ
でで
世世
界界
がが 

満満
たた
ささ
れれ
てて
いい
るる
とと
でで
もも
言言
うう
のの
？？ 

曲曲
のの
タタ
イイ
トト
ルル
もも
浮浮
かか
んん
でで 

『『ＯＯ--

ＷＷ
ｏｏ
ｒｒ
ｌｌ
ｄｄ
』』   

そそ
れれ
かか
らら 

ああ
るる
フフ
レレ
ーー
ズズ
がが
降降
りり
てて
来来
てて 

『『ＯＯ
ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ
ＥＥ
ＮＮ
ＡＡ
ＳＳ
ＨＨ
ＩＩ
社社
会会
』』  

（（そそ
のの
テテ
ーー
ママ
のの
小小
説説
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
小小
説説
のの 

タタ
イイ
トト
ルル
はは 

『『がが
丘丘
レレ
デデ
ィィ
』』、、
盛盛
岡岡
タタ
イイ
ムム
スス 

でで
木木
曜曜
日日
、、
伊伊
古古
兄兄
ロロ
タタ
ささ
んん
がが
連連
載載
中中
でで
すす
）） 

ああ
なな
たた
のの
隣隣
でで
暮暮
らら
せせ
れれ
ばば
・・・・・・・・ 

天天
空空
のの
丘丘
でで
思思
っってて
いい
まま
すす 

発行：NPO 法人いわて地域活性化フォーラム「緑が丘しんぶん 丘」編集室  滝沢市巣子 208-31 メール iwate.forum2015@gmail.com FAX 019-641-9678

緑が丘、黒石野、東黒石野、東緑が丘、岩脇町、上田堤、高松、上田、桜台等への全戸配布型フリー（無料）ペーパー。約１万３千３百部発行。

出出
身身
はは
盛盛
岡岡
でで
すす
。。 

北北
松松
園園
小小
、、
北北
松松
園園
中中
とと
来来
まま
しし
たた
。。
大大
学学

をを
卒卒
業業
しし
てて
ホホ
テテ
ルル
にに
勤勤
めめ
てて
かか
らら
、、
ココ
ンン
ビビ

ニニ
経経
営営
のの
道道
にに
進進
みみ
まま
しし
たた
。。
店店
長長
にに
なな
るる
キキ

ッッ
カカ
ケケ
はは
、、
母母
がが
西西
松松
園園
店店
でで
ずず
っっ
とと
働働
いい
てて

いい
るる
のの
をを
見見
てて
いい
てて
、、
母母
にに
そそ
のの
店店
のの
店店
長長
とと

しし
てて
やや
っっ
てて
欲欲
しし
いい
とと
いい
うう
気気
持持
ちち
がが
ああ
りり
まま

しし
てて
、、
フフ
ァァ
ミミ
ママ
高高
松松
四四
丁丁
目目
店店
のの
話話
がが
ああ
っっ

たた
時時
、、「「
じじ
ゃゃ
ああ
是是
非非
！！
」」
とと
いい
うう
感感
じじ
でで
、、
店店

長長
をを
引引
きき
受受
けけ
まま
しし
たた
。。 

休休
みみ
のの
日日
はは
家家
族族
とと
遊遊
んん
でで
いい
まま
すす
。。
公公
園園

にに
行行
っっ
てて
遊遊
んん
だだ
りり
とと
かか
。。
おお
酒酒
はは
好好
きき
でで
すす

がが
呑呑
まま
なな
いい
でで
すす
。。
店店
にに
急急
用用
がが
出出
来来
たた
とと
きき

なな
どど
、、
いい
つつ
でで
もも
出出
らら
れれ
るる
よよ
うう
にに
、、
とと
思思
っっ

てて
気気
をを
張張
っっ
てて
いい
るる
のの
かか
もも
。。 

「「
ここ
のの
まま
まま
じじ
ゃゃ
終終
わわ
りり
たた
くく
なな
いい
」」
とと
いい

うう
気気
持持
ちち
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

学学
生生
時時
代代
はは
部部
活活
をを
とと
おお
しし
てて
精精
神神
面面
でで
もも

肉肉
体体
面面
でで
もも
鍛鍛
ええ
らら
れれ
まま
しし
たた
のの
でで
、、
今今
はは
、、

多多
少少
のの
ここ
とと
がが
ああ
っっ
てて
もも
乗乗
りり
越越
ええ
らら
れれ
るる
気気

がが
しし
まま
すす
。。
自自
分分
のの
子子
、、
地地
域域
のの
子子
のの
たた
めめ
にに

地地
域域
をを
盛盛
りり
上上
げげ
たた
いい
でで
すす
。。 

広広告告ののおお申申込込みみ等等はは、、メメーールル又又はは FFAAXX ででおお願願いいししまますす！！ 

「「終終 

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
ママ
ーー
トト
高高
松松
４４
丁丁
目目
店店 

ささ
んん 

高高
松松
四四
丁丁
目目 

店店ととししてて制制服服リリササイイククルルにに取取りり組組んんででいいまま

すすがが、、おお客客様様かかららのの反反響響はは大大ききいいでですす。。 

子子どどももははすすぐぐにに大大ききくくななっってて、、制制服服はは小小ささ

くくななりりまますす。。「「ココンンビビニニでで制制服服リリササイイククルル活活

動動」」とといいうう新新ししいいススタタイイルルがが共共感感さされれたたとと思思

いいまますす。。 

制制服服リリササイイククルルをを実実際際にに進進めめてていいるる「「ささくく

ららやや」」ささんんのの店店ででリリササイイククルル制制服服をを購購入入でできき

まますす。。 

そそののここととををおお客客様様にに伝伝ええてていいまますす。。 

今今号号はは、、高高松松・・上上田田・・桜桜台台地地区区ににもも配配布布さされれてていいまますす。。 

11 万万３３千千３３百百世世帯帯 にに毎毎月月、、無無料料配配布布ししてていいまますす！！ 

広広告告ををおお待待ちちししてていいまますす。。 

駄駄
菓菓
子子
にに
チチ
カカ
ララ
をを
入入
れれ
てて 

子子
どど
もも
ささ
んん
がが
多多
いい
地地
域域
でで
すす
のの
でで
、、
駄駄
菓菓
子子
ココ
ーー
ナナ
ーー

にに
特特
にに
チチ
カカ
ララ
をを
入入
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
おお
客客
様様
もも
そそ
れれ
をを
見見
つつ

けけ
てて
下下
ささ
っっ
てて
、、
喜喜
ばば
れれ
たた
りり
しし
まま
すす
。。
何何
かか
をを
狙狙
っっ
てて
店店

にに
来来
るる
おお
客客
様様
がが
多多
いい
のの
かか
もも
知知
れれ
まま
せせ
んん
ねね
。。 

私私
のの
母母
がが
西西
松松
園園
店店
のの
店店
長長
をを
やや
っっ
てて
いい
まま
しし
てて
、、
日日
頃頃

かか
らら
品品
揃揃
ええ
のの
相相
談談
をを
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

制服回収ボックス

三三角角州州
さんかくす

ののフファァミミママでですす～～ 

外外国国人人留留学学生生ささんんががススタタッッフフのの一一員員にに
ななるるここととががあありりまますす。。イインンタターーナナシショョナナルル
なな店店とと言言ええまますすねね（（笑笑））。。 

最最近近ででははババンンググララデディィシシュュかからら来来たた男男
性性ががススタタッッフフととししてて居居ててくくれれたたここととががああ
りりまますす。。 

おお客客様様かからら人人気気ににななるるここととががあありりまますす
しし、、店店ととししててもも助助かかりりまますす。。 

フファァミミリリーーママーートト  
高高松松４４丁丁目目店店 
２２４４時時間間営営業業 
盛盛岡岡市市高高松松４４丁丁目目 11--3300 

充電スタンド

膳膳
ぜん

亀亀
かめ

店店長長ささんんににおお聞聞ききししままししたた。。 

駄菓子が人気です。

小小
型型
スス
ーー
パパ
ーー
みみ
たた
いい
なな 

オオ
リリ
ジジ
ナナ
ルル
のの
冷冷
凍凍
食食
品品
はは
人人
気気
がが
ああ
りり
まま
すす
しし
、、
文文
房房

具具
なな
どど
のの
種種
類類
もも
更更
にに
増増
ええ
てて
いい
まま
すす
。。 

おお
客客
様様
のの
要要
望望
かか
らら
ＡＡ
４４
版版
のの
封封
筒筒
のの
販販
売売
をを
始始
めめ
まま

しし
たた
。。「「
百百
円円
シシ
ョョ
ッッ
ププ
とと
単単
価価
がが
同同
じじ
なな
のの
でで
、、
封封
筒筒
はは

ココ
ココ
でで
しし
かか
買買
わわ
なな
いい
！！
」」
とと
おお
客客
様様
はは
言言
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
のの
ササ
ーー
ビビ
スス
はは
進進
んん
でで
いい
まま
すす 

今今
のの
人人
はは
忙忙
しし
いい
んん
でで
すす
ねね
。。
夜夜
しし
かか
時時
間間
のの
無無
いい
人人
にに

はは
便便
利利
なな
よよ
うう
でで
すす
。。
おお
買買
いい
物物
のの
つつ
いい
でで
、、
仕仕
事事
帰帰
りり
にに

ココ
ンン
ビビ
ニニ
はは
利利
用用
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

預預
金金
のの
引引
きき
出出
しし
、、
各各
種種
料料
金金
のの
支支
払払
いい
、、
ネネ
ッッ
トト
でで
買買

っっ
たた
本本
・・
品品
物物
のの
受受
けけ
取取
りり
、、
住住
民民
票票
なな
どど
、、
昔昔
でで
はは
考考
ええ

らら
れれ
なな
かか
っっ
たた
便便
利利
なな
場場
所所
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
ババ
イイ
クク
のの

自自
賠賠
責責
保保
険険
もも
扱扱
っっ
てて
いい
るる
んん
でで
すす
よよ
。。 

制制制制服服服服リリリリササササイイイイククククルルルル  をを応応援援ししてていいまますす！！ 
スタッフさん

緑緑緑緑がががが丘丘丘丘ししししんんんんぶぶぶぶんんんん  丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
丘丘 

 
緑緑がが丘丘 

盛盛岡岡三三高高 
 

上上田田方方面面 

高高松松のの池池    
  ↓↓ 

ガガソソリリンン 
ススタタンンドド 

わわ
たた
なな
べべ 

脳脳
神神
経経
内内
科科
ささ
んん 
ＰＰ

東東緑緑がが丘丘方方面面 

松松園園方方面面 

箱箱清清水水方方面面 

４４号号線線

がが丘丘 

↑↑ 三三角角州州 

              

診診療療科科目目：： 

脳脳神神経経内内科科、、内内科科 

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科、、 

脳脳神神経経外外科科、、整整形形外外科科 

診診療療時時間間：： 

・・午午前前 99::0000～～1122::3300 

・・午午後後 22::0000～～ 66::0000 

休休 診診 日日：： 

・・木木曜曜日日午午後後 

・・土土曜曜日日午午後後 

・・日日曜曜日日//祝祝祭祭日日 
〒〒002200--00111144 盛盛岡岡市市高高松松３３丁丁目目９９－－８８ 

TTEELL..001199--660055--11111177 FFAAXX..001199--660055--11111188 

hhttttpp::////cclliinniicc--wwaattaannaabbee..ccoomm

松松園園方方面面 
 ↓↓ 

盛盛岡岡三三高高 
 

 ↑↑ 
上上田田方方面面 

メメガガネネのの 
松松田田ささんん 

 ↑↑ 
高高松松のの池池 

ＰＰ 

ガガソソリリンン 
ススタタンンドド 
ささんん 

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー 

ママ
ーー
トト
ささ
んん 

院長：渡邊 活見（わたなべ かつみ）  日本神経学会 専門医

高高精精度度１１..５５テテススララ最最新新ＭＭＲＲＩＩ機機器器、、リリハハビビリリ施施設設完完備備 

ここれれっってて、、 
＝＝（（イイココーールル）） 
のの意意味味でですす。。 

・・
・・
・・ 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

懐懐
かか
しし
いい
時時
代代
のの
ポポ
スス
タタ
ーー 

珍珍
しし
くく
高高
校校
生生
かか
らら
大大
学学
生生
くく
らら
いい
のの
男男
のの

子子
がが
、、
続続
けけ
てて
来来
店店
しし
たた
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。

時時
はは
１１
９９
８８
１１
年年
。。
そそ
ーー
っっ
とと
入入
っっ
てて
来来
てて
のの
第第

一一
声声
はは
、、
『『
ああ
のの
ポポ
スス
タタ
ーー
、、
もも
らら
ええ
まま
せせ
んん

かか
・・
・・
・・
』』
。。 

そそ
のの
ポポ
スス
タタ
ーー
はは
、、
タタ
テテ
がが
百百
セセ
ンン
チチ
以以
上上
のの

ササ
イイ
ズズ
なな
のの
にに
、、
商商
品品
のの
写写
真真
やや
説説
明明
はは
、、
無無
いい

にに
等等
しし
くく
小小
ささ
なな
扱扱
いい
。。 

そそ
のの
代代
わわ
りり
、、
店店
のの
ガガ
ララ
スス
越越
しし
にに
、、
通通
りり
かか

らら
でで
もも
よよ
くく
見見
ええ
るる
ほほ
どど
大大
きき
くく
、、
一一
人人
のの
女女
のの

子子
のの
顔顔
がが
写写
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

ヘヘ
ッッ
ドド
ホホ
ンン
をを
しし
たた
物物
憂憂
げげ
なな
表表
情情
でで
、、
ここ
ぼぼ

れれ
落落
ちち
そそ
うう
なな
涙涙
がが
一一
粒粒
。。 

「「
ハハ
ーー
トト
のの
詩詩
がが
聴聴
ここ
ええ
るる
かか
。。」」 

『『
ハハ
ーー
トト
のの
詩詩
がが
聴聴
ここ
ええ
るる
かか
。。
テテ
クク
ニニ
クク
スス
』』 

とと
書書
かか
れれ
たた
キキ
ャャ
ンン
ーー
ンン
ポポ
スス
タタ
ーー
のの
彼彼
女女
はは
、、
デデ

ビビ
ュュ
ーー
間間
もも
なな
いい
頃頃
のの
、、
薬薬
師師
丸丸
ひひ
ろろ
子子
ささ
んん
でで
しし

たた
。。 テテ

クク
ニニ
クク
スス((

TT
eecc
hh
nn
iicc
ss
))

はは
、、
１１
９９
６６
５５
年年
にに
パパ

ナナ
ソソ
ニニ
ッッ
クク
でで
生生
まま
れれ
たた
、、
オオ
ーー
デデ
ィィ
オオ
にに
特特
化化
しし

たた
ブブ
ララ
ンン
ドド
でで
すす
。。 

世世
界界
でで
初初
めめ
てて
ダダ
イイ
レレ
クク
トト
・・
ドド
ララ
イイ
ブブ
方方
式式
タタ

ーー
ンン
テテ
ーー
ブブ
ルル
をを
実実
用用
化化
すす
るる
なな
どど
、、
音音
関関
連連
のの

様様
々々
なな
実実
績績
をを
作作
りり
、、
国国
内内
外外
でで
高高
くく
支支
持持
ささ
れれ
まま

しし
たた
。。 

まま
たた
、、
音音
響響
専専
門門
のの
メメ
ーー
カカ
ーー
でで
なな
くく
、、
総総
合合
家家

電電
メメ
ーー
カカ
ーー
のの
オオ
ーー
デデ
ィィ
オオ
とと
いい
うう
ここ
とと
もも
ああ
りり
、、 

懐懐
かか
しし
のの
オオ
ーー
デデ
ィィ
オオ
家家
電電 

家家
庭庭
でで
誰誰
でで
もも
気気
軽軽
にに
、、
良良
質質
なな
音音
楽楽
にに
触触
れれ
らら
れれ

るる
商商
品品
がが
多多
かか
っっ
たた
かか
にに
思思
いい
まま
すす
。。 

ここ
のの
ポポ
スス
タタ
ーー
のの
商商
品品
もも
、、
置置
きき
場場
所所
をを
選選
ばば
なな

いい
ココ
ンン
ポポ
のの
走走
りり
でで
、、
当当
時時
、、
レレ
ココ
ーー
ドド
のの
ジジ
ャャ
ケケ

ッッ
トト
ササ
イイ
ズズ
がが
なな
にに
かか
とと
目目
安安
でで
しし
たた
。。 

そそ
のの
後後
テテ
クク
ニニ
クク
スス
はは
、、
クク
ララ
ブブ
ＤＤ
ＪＪ
（（
タタ
ーー
ンン

テテ
ーー
ブブ
ルル
でで
キキ
ュュ
ッッ
キキ
ュュ
すす
るる
人人
））
にに
人人
気気
がが
ああ
りり

つつ
つつ
もも
、、
２２
００
１１
００
年年
にに
生生
産産
終終
了了
でで
一一
度度
店店
じじ
まま

いい
をを
しし
まま
すす
。。
レレ
ココ
ーー
ドド
かか
らら
カカ
セセ
ッッ
トト
へへ
、、
カカ
セセ

ッッ
トト
かか
らら
ＣＣ
ＤＤ
へへ
（（
いい
っっ
とと
きき
ＭＭ
ＤＤ
もも
ああ
りり
まま
しし
たた

ネネ
））、、
ＣＣ
ＤＤ
かか
らら
音音
楽楽
配配
信信
へへ
、、
今今
やや
スス
ママ
ホホ
でで
聴聴
きき

放放
題題
とと
、、
音音
楽楽
をを
取取
りり
巻巻
くく
環環
境境
はは
、、
ああ
っっ
とと
いい
うう

間間
にに
変変
わわ
りり
まま
しし
たた
。。 

とと
ここ
ろろ
がが
、、
２２
００
１１
４４
年年
にに
なな
るる
とと
前前
言言
撤撤
回回
でで
、、
なな
んん

とと
テテ
クク
ニニ
クク
スス
のの
ブブ
ララ
ンン
ドド
がが
復復
活活
しし
まま
すす
。。 

従従
来来
かか
らら
ブブ
ララ
ンン
ドド
でで
培培
っっ
てて
きき
たた
音音
響響
テテ
クク
ノノ
ロロ
ジジ
ーー

にに
、、
先先
進進
のの
デデ
ジジ
タタ
ルル
技技
術術
をを
融融
合合
しし
てて
、、
新新
たた
なな
音音
をを
追追

求求
しし
てて
いい
くく
狙狙
いい
。。 

折折
しし
もも
、、
海海
外外
でで
日日
本本
のの
シシ
テテ
ィィ
・・
ポポ
ッッ
ププ
がが
大大
流流
行行
でで
、、

人人
気気
がが
逆逆
輸輸
入入
しし
てて
、、
国国
内内
でで
もも
アア
ナナ
ロロ
ググ
レレ
ココ
ーー
ドド
がが
再再

評評
価価
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

ここ
れれ
らら
のの
音音
楽楽
をを
カカ
ッッ
ココ
いい
いい
とと
感感
じじ
たた
デデ
ジジ
タタ
ルル
世世
代代

のの
若若
者者
にに
、、
ＹＹ
ｏｏ
ｕｕ
ＴＴ
ｕｕ
ｂｂ
ｅｅ
やや
ＳＳ
ＮＮ
ＳＳ
がが
きき
っっ
かか
けけ
でで
広広

まま
るる
とと
はは
、、
世世
のの
中中
わわ
かか
らら
なな
いい
もも
のの
でで
すす
。。 

レレ
ココ
ーー
ドド
のの
音音
のの
方方
がが
好好
きき
とと
言言
うう
、、
根根
っっ
かか
らら
のの
フフ
ァァ 

ンン
もも
沢沢
山山
いい
るる
なな
かか
、、
アア
ナナ
ロロ
ググ
とと
デデ
ジジ
タタ
ルル
だだ
けけ
でで
なな

くく
、、
若若
者者
とと
シシ
ニニ
アア
、、
海海
外外
とと
日日
本本
なな
どど
様様
々々
なな
融融
合合
がが
、、

次次
のの
新新
たた
なな
魅魅
力力
ああ
るる
音音
とと
なな
りり
、、
オオ
ーー
デデ
ィィ
オオ
がが
まま
すす

まま
すす
楽楽
しし
くく
なな
りり
そそ
うう
でで
すす
。。 

ささ
てて
、、
前前
記記
のの
ポポ
スス
タタ
ーー
がが
出出
たた
年年
末末
にに
封封
切切
しし
たた
のの

がが
、、
相相
米米
慎慎
二二
監監
督督
（（
盛盛
岡岡
出出
身身
））
のの
『『
セセ
ーー
ララ
ーー
服服
とと

機機
関関
銃銃
』』
でで
すす
。。
映映
画画
もも
主主
題題
歌歌
もも
空空
前前
のの
大大
ヒヒ
ッッ
トト
でで

社社
会会
現現
象象
にに
まま
でで
なな
りり
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
おお
祭祭
りり
前前
夜夜
のの
頃頃

にに
現現
れれ
たた
ポポ
スス
タタ
ーー
だだ
っっ
たた
とと
思思
うう
にに
つつ
けけ
、、
いい
ちち
早早
くく

彼彼
女女
のの
魅魅
力力
にに
気気
づづ
きき
、、
当当
店店
をを
訪訪
れれ
たた
男男
のの
子子
たた
ちち
～～

のの
♪♪
、、
先先
見見
のの
明明
にに
今今
更更
なな
がが
らら
脱脱
帽帽
でで
すす
！！ 

（２）

新しい家電、古い家電、かしこく素敵に使いたいですよね。

上田にある「柿沢電器」さんのご協力により、

家電の賢い使い方のコラムを掲載します。（編集室）

小小野野田田
お の だ

 利利
り

枝枝
え

 ささんん 

ススタタッッフフのの皆皆ささんんとと

上田で電器店を経営され、
家電の体験教室も開催され
ています。盛岡市出身。

連載

かかししここいい 
LED(^^;

家家家家家家電電電電電電術術術術術術   
第 59 回 歌歌はは世世ににつつれれ、、オオーーデディィオオももままたた 

「日日是好日（にちにちこれこうじつ）」とは、「毎日が素晴らしい」と

いう意味です。私たちは今この時を大切にして生きています。あるとき

は庭の花を愛で、あるときはホントに誰かに恋をして。「日日是好日」

になぞらえて、想い出の日々を高前田博子さんが綴ってくれます。

（編集室）
日日日日日日日日是是是是恋恋日日日日 

  

））

連連載載 

高高前前田田 博博子子ささんんのの「「想想いい出出エエッッセセーー」」 

高高前前田田博博子子ささんん 
『『岩岩手手日日報報随随筆筆賞賞』』最最優優秀秀賞賞をを

受受賞賞さされれままししたた。。雫雫石石町町在在住住。。 

軽軽
トト
ララ
のの
スス
ババ
ルル
・・
ササ
ンン
ババ
ーー
はは
「「
田田
舎舎
のの
ポポ
ルル
シシ

ェェ
」」
又又
はは
「「
農農
道道
のの
ポポ
ルル
シシ
ェェ
」」
とと
呼呼
ばば
れれ
てて
いい
るる
とと

続続
けけ
たた
。。
店店
のの
客客
やや
私私
達達
はは
どど
っっ
とと
笑笑
っっ
たた
。。 

陽陽
子子
ささ
んん
はは
目目
をを
覚覚
まま
しし
たた
。。
彼彼
女女
はは
社社
長長
のの
予予
約約

しし
たた
宿宿
にに
、、
社社
長長
はは
自自
宅宅
にに
帰帰
っっ
たた
。。
二二
泊泊
でで
陽陽
子子
ささ

んん
はは
沖沖
縄縄
にに
戻戻
っっ
たた
。。 

ああ
るる
晩晩
、、
デデ
ーー
トト
帰帰
りり
のの
社社
長長
がが
暖暖
簾簾
をを
潜潜
っっ
たた
。。 

女女
性性
とと
過過
ごご
しし
てて
来来
たた
楽楽
しし
いい
ひひ
とと
とと
きき
をを
酒酒
でで
洗洗

いい
流流
すす
。。
ワワ
ンン
クク
ッッ
シシ
ョョ
ンン
置置
いい
てて
家家
にに
帰帰
るる
。。
妻妻
へへ

のの
思思
いい
遣遣
りり
とと
思思
うう
。。
いい
やや
深深
いい
付付
きき
合合
いい
でで
なな
くく
単単

なな
るる
ドド
ララ
イイ
ブブ
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
。。 

「「
ママ
ママ
、、
シシ
ーー
ママ
とと
違違
っっ
てて
軽軽
トト
ララ
はは
気気
楽楽
でで
いい
いい
」」 

 

太太
腹腹
にに
見見
ええ
るる
社社
長長
でで
もも
若若
いい
女女
性性
にに
はは
気気
をを
遣遣

うう
のの
かか
とと
おお
かか
しし
くく
なな
っっ
たた
。。 

女女
性性
とと
のの
デデ
ーー
トト
はは
唯唯
一一
のの
若若
返返
りり
法法
だだ
。。
仕仕
事事
へへ

のの
活活
力力
でで
ユユ
ンン
ケケ
ルル
黄黄
帝帝
液液
よよ
りり
効効
くく
とと
タタ
レレ
目目
がが

笑笑
うう
。。 

「「
とと
ここ
ろろ
でで
、、
ここ
のの
間間
のの
沖沖
縄縄
のの
女女
性性
はは
」」 

「「
建建
材材
屋屋
のの
沖沖
縄縄
招招
待待
旅旅
行行
でで
知知
りり
合合
っっ
たた
。。
ココ
ンン
パパ

ニニ
オオ
ンン
だだ
」」 

成成
りり
行行
きき
でで
朝朝
まま
でで
二二
人人
でで
飲飲
みみ
明明
かか
しし
たた
。。 

そそ
のの
後後
、、
社社
長長
がが
一一
人人
でで
沖沖
縄縄
をを
何何
度度
かか
訪訪
ずず
れれ

たた
。。
今今
度度
はは
彼彼
女女
がが
訪訪
ねね
たた
。。 

陽陽
子子
ささ
んん
はは
接接
客客
業業
でで
真真
剣剣
にに
生生
きき
てて
いい
るる
。。 

彼彼
女女
をを
見見
るる
とと
何何
んん
とと
かか
しし
てて
やや
りり
たた
いい
とと
社社
長長

はは
真真
顔顔
でで
続続
けけ
たた
。。 

遠遠
距距
離離
援援
助助
交交
際際
とと
いい
うう
言言
葉葉
でで
片片
づづ
けけ
たた
くく
なな

いい
とと
私私
はは
思思
っっ
たた
。。 

社社
長長
はは
話話
題題
豊豊
富富
でで
ユユ
ーー
モモ
アア
がが
ああ
りり
女女
性性
にに
好好

かか
れれ
るる
。。 

料料
理理
のの
話話
がが
得得
意意
だだ
。。 

ググ
ルル
メメ
でで
はは
なな
いい
とと
ここ
ろろ
がが
いい
いい
。。 

安安
いい
肉肉
をを
高高
級級
和和
牛牛
のの
牛牛
脂脂
でで
焼焼
くく
とと
旨旨
いい
。。
若若
いい

時時
分分
、、
出出
稼稼
ぎぎ
にに
行行
っっ
たた
話話
をを
すす
るる
。。 

毎毎
日日
、、
朝朝
食食
はは
生生
卵卵
とと
切切
ここ
みみ
だだ
っっ
たた
。。 

飽飽
きき
てて
一一
緒緒
にに
卵卵
焼焼
きき
にに
すす
るる
とと
良良
かか
っっ
たた
。。 

のの
りり
のの
佃佃
煮煮
もも
いい
いい
。。 

料料
理理
人人
のの
端端
くく
れれ
とと
しし
てて
私私
もも
試試
しし
てて
みみ
るる
とと
頷頷

けけ
たた
。。 

社社
長長
がが
勘勘
定定
でで
一一
万万
円円
札札
をを
出出
しし
たた
時時
だだ
っっ
たた
。。 

「「
オオ
ララ
、、
諭諭
吉吉
のの
孫孫
とと
同同
じじ
学学
校校
だだ
っっ
たた
。。」」 

一一
瞬瞬
、、
皆皆
でで
耳耳
をを
疑疑
っっ
たた
。。 

社社
長長
のの
両両
親親
がが
小小
岩岩
井井
農農
場場
でで
働働
いい
てて
いい
たた
。。 

岩岩
崎崎
家家
のの
関関
係係
でで
福福
沢沢
諭諭
吉吉
のの
孫孫
がが
疎疎
開開
（（
そそ
かか

いい
））
しし
てて
来来
たた
らら
しし
いい
。。 

地地
元元
のの
子子
供供
達達
がが
モモ
ンン
ペペ
姿姿
にに
ワワ
ララ
ゾゾ
ウウ
リリ
のの
とと

きき
孫孫
はは
半半
ズズ
ボボ
ンン
にに
革革
靴靴
だだ
っっ
たた
とと
語語
るる
。。 

「「
オオ
ララ
、、
革革
靴靴
にに
シシ
ョョ
ンン
ベベ
ンン
引引
っっ
かか
けけ
てて
先先
生生
にに

立立
たた
ささ
れれ
だだ
」」 

私私
達達
はは
眉眉
（（
まま
ゆゆ
））
にに
唾唾
（（
つつ
ばば
））
をを
付付
けけ
なな
がが
らら

楽楽
しし
くく
聞聞
いい
たた
。。 

「「
ねね
ぇぇ
、、
社社
長長
ささ
んん
、、
最最
近近
つつ
れれ
なな
いい
ねね
。。
軽軽
トト
ララ

でで
いい
いい
かか
らら
・・
・・
・・
」」 

ナナ
ツツ
はは
懲懲
（（
ここ
））
りり
もも
せせ
ずず
、、
ちち
ょょ
っっ
かか
いい
をを
出出
すす
。。 

「「
ダダ
メメ
だだ
。。
ドド
ララ
イイ
ブブ
のの
約約
束束
がが
ああ
るる
」」 

少少
しし
テテ
ンン
シシ
ョョ
ンン
がが
下下
がが
っっ
たた
気気
がが
しし
たた
。。 

「「
シシ
ーー
ママ
そそ
れれ
とと
もも
軽軽
トト
ララ
でで
すす
かか
」」 

私私
はは
悪悪
戯戯
っっ
ぽぽ
くく
、、
ずず
んん
ぐぐ
りり
とと
しし
たた
社社
長長
にに
目目
をを

遣遣
っっ
たた
。。 

「「
古古
女女
房房
はは
仕仕
方方
ねね
ぇぇ
。。
六六
十十
過過
ぎぎ
てて
もも
シシ
ーー
ママ

だだ
。。
明明
日日
はは
ああ
いい
づづ
のの
誕誕
生生
日日
だだ
」」 

シシ
ーー
ママ
、、
軽軽
トト
ララ
とと
乗乗
りり
換換
ええ
がが
忙忙
しし
いい
。。 

年年
令令
はは
六六
十十
後後
半半
でで
日日
没没
にに
近近
いい
社社
長長
だだ
がが
、、
心心
のの

中中
のの
太太
陽陽
はは
なな
かか
なな
かか
沈沈
みみ
そそ
うう
にに
なな
いい
。。 

  

数数
カカ
月月
前前
、、
ニニ
ッッ
ササ
ンン
・・
シシ
ーー
ママ
がが
夏夏
でで
生生
産産
終終
了了

とと
ララ
ジジ
オオ
かか
らら
流流
れれ
てて
来来
たた
。。
今今
はは
亡亡
きき
常常
連連
客客
のの
社社

長長
がが
偲偲
ばば
れれ
るる
。。 

黒黒
塗塗
りり
のの
シシ
ーー
ママ
がが
わわ
がが
場場
末末
のの
酒酒
場場
にに
止止
まま
っっ

たた
。。
土土
建建
屋屋
のの
田田
中中
社社
長長
のの
自自
慢慢
のの
車車
だだ
。。 

「「
疲疲
れれ
だだ
。。
何何
かか
旨旨
いい
もも
のの
くく
れれ
」」 

遠遠
出出
しし
てて
来来
たた
らら
しし
いい
。。
連連
れれ
のの
若若
いい
女女
性性
はは
肌肌
がが

浅浅
黒黒
くく
、、
大大
きき
なな
瞳瞳
、、
腰腰
まま
でで
垂垂
れれ
たた
スス
トト
レレ
ーー
トト
のの

髪髪
がが
魅魅
力力
的的
だだ
っっ
たた
。。
トト
ロロ
ピピ
カカ
ルル
カカ
クク
テテ
ルル
がが
似似
合合

いい
そそ
うう
なな
女女
性性
だだ
。。
彼彼
女女
はは
予予
想想
にに
反反
しし
てて
冷冷
酒酒
をを
ぐぐ

いい
ぐぐ
いい
飲飲
んん
だだ
。。
飲飲
むむ
ピピ
ッッ
チチ
がが
はは
やや
くく
酔酔
いい
がが
回回
っっ

たた
せせ
いい
かか
微微
睡睡
（（
まま
どど
ろろ
））
んん
でで
いい
るる
。。 

「「
いい
いい
女女
だだ
べべ
。。
ママ
ママ
、、
陽陽
子子
だだ
。。
沖沖
縄縄
だだ
ぞぞ
。。
沖沖

縄縄
」」 「「

ええ
っっ
なな
んん
でで
、、
そそ
んん
なな
遠遠
くく
のの
女女
性性
がが
ここ
ここ
にに
」」 

「「
ちち
ょょ
っっ
とと
なな
」」 

「「
社社
長長
、、
私私
もも
シシ
ーー
ママ
でで
どど
ここ
かか
にに
連連
れれ
てて
行行
っっ

てて
」」 従従

業業
員員
のの
ナナ
ツツ
がが
膨膨
（（
ふふ
くく
））
よよ
かか
なな
体体
をを
擦擦
りり
寄寄

せせ
たた
。。 

「「
残残
念念
。。
シシ
ーー
ママ
はは
三三
十十
歳歳
迄迄
のの
女女
性性
しし
かか
乗乗
せせ
ねね

んん
だだ
。。
十十
年年
遅遅
いい
よよ
。。
そそ
れれ
過過
ぎぎ
はは
軽軽
トト
ララ
だだ
なな
」」
とと

悪悪
びび
れれ
しし
なな
いい
。。 

第第 11７７話話   暮暮れれななずずむむ頃頃

フファァミミリリーーママーートト 西西松松園園店店 

2244 時時間間営営業業ししてていいまますす！！ 
西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５ 

コ
ン
ビ
ニ
・
ボ
ー
イ

ああ
のの
子子
とと 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
でで
待待
ちち
合合
わわ
せせ
。。 

硝硝
子子
製製
のの
青青
いい
ブブ
レレ
スス
レレ
ッッ
トト 

ああ
のの
子子
はは 

受受
けけ
取取
っっ
てて
くく
れれ
るる
かか
なな
？？ 

そそ
れれ
とと
もも 

ここ
のの
夏夏
、、
空空
振振
りり
かか
なな
？？ 

「「
仕仕
方方
なな
いい
」」
っっ
てて 

言言
ええ
なな
いい
よよ
（（
泣泣
））。。 

   ＰＰ

松松園園 
ババスス・・ 
タターーミミナナルル 

松松
園園
方方
面面 

四四
十十
四四
田田
ダダ
ムム

方方
面面 

緑緑
がが
丘丘
方方
面面 

広広
告告
募募
集集 

メール、ファックスでお申し込みください。
→メール iwate.forum2015@gmail.com
→ FAX 019- 641-9678

１１ココママ  99,,000000 円円（（税税別別）） これが、1 コマ広告です。

タターーンンテテーーブブルル 

（（
読読
んん
でで
のの
感感
想想
）） 

デ
ビ
ュ
ー
作
「
優
し
い
サ
ヨ
ク

の
た
め
の
嬉
遊
曲
」
に
通
じ
る
政

治
小
説
で
し
た
。
若
い
頃
の
「
思

い
」
は
消
え
な
い
ん
で
す
ね
（
笑
）
。

「
清
濁
合
わ
せ
飲
ん
で
も
、
政

治
を
ベ
タ
ー
な
も
の
に
し
た
い
」

と
い
う
密
か
な
願
い
が
著
者
に
あ

る
の
で
は
？
と
感
じ
ま
し
た
。

忠
実
に
デ
ジ
タ
ル
・
ビ
デ
オ
化

さ
れ
る
と
、
今
の
時
代
、
ヒ
ッ
ト

す
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

辞書並みの分厚さ（562 ページ）

島島
田田
雅雅
彦彦
ささ
んん
のの
ププ
ロロ
フフ
ィィ
ーー
ルル 

１
９
６
１
年
生
ま
れ
。
法
政
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
。

８
３
年
、「
優
し
い
サ
ヨ
ク
の
た
め
の
嬉
遊
曲
」
で
デ
ビ

ュ
ー
。
著
書
に
『
彼
岸
先
生
』（
泉
鏡
花
文
学
賞
）
、『
虚

人
の
星
』（
毎
日
出
版
文
化
賞
）
、『
君
が
異
端
だ
っ
た
頃
』

（
読
売
文
学
賞
）
『
ス
ー
パ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
』
な
ど
。

 今今
月月
のの
オオ
スス
スス
メメ
本本 

パパ
ンン
とと
ササ
ーー
カカ
スス 

島島
田田
雅雅
彦彦 

著著 

 

発発
売売 

二二
〇〇
二二
二二
年年
三三
月月 

講講
談談
社社 

定定
価価 

２２
７７
５５
００
円円 

下記の法政大学のサイトなどを参考にしました。
https://yab.yomiuri.co.jp/adv/hosei/

著著者者のの弁弁 

「「そそれれななりりのの批批判判精精神神をを持持っっ

てていいるる現現代代のの人人ににはは、、パパンンととササ

ーーカカススだだけけでではは足足りりなないい。。彼彼らら

をを騙騙ししききれれてていいなないいとといいううのの

がが現現状状のの政政治治だだとと考考ええまますす。。」」 

（（
書書
籍籍
のの
紹紹
介介
文文
よよ
りり
）） 

政
治
的
関
心
を
失
っ
た
民
衆
に
食
料

(

パ
ン)

と
見
世
物(

サ
ー
カ
ス)

を
与
え
て

お
け
ば
、
支
配
は
た
や
す
い
。
戦
争
、
犯

罪
、
天
災
、
疫
病
の
ど
れ
も
が
サ
ー
カ
ス

と
な
る
。
不
正
隠
蔽
の
犠
牲
と
な
っ
た
父

親
の
復
讐
を
果
た
す
た
め
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
に
な
っ
た
男
は
、
日
米
両
国
の

政
府
を
巧
み
に
欺
き
、
い
つ
し
か
日
本
国

民
の
仇
を
と
る
。
世
直
し
か
？
テ
ロ
リ
ズ

ム
か
？
諦
め
の
横
溢
す
る
日
本
で
、
い
ざ
、

サ
ー
カ
ス
の
幕
が
上
が
る
・
・
・
。

上上田田３３丁丁目目５５−−２２５５  
電電話話 ６６２２２２－－００５５９９３３ 

（（有有））柿柿沢沢電電器器

世世界界中中でで愛愛さされれ続続けけたた SSLL--11220000 シシリリーーズズ。。 
いいろろんんななジジャャンンルルののレレココーードドががここのの上上でで回回りり続続けけ
ままししたた。。 
今今年年、、誕誕生生かからら 5500 周周年年をを迎迎ええ、、記記念念のの特特別別仕仕様様

SSLL--11220000MM77LL がが登登場場ししままししたた。。 

NNEEWW  ダダイイレレククトトドドラライイブブ タターーンンテテーーブブルル シシスステテムム  SSLL--11220000MM77LL  発発売売月月：：22002222 年年 55 月月 

ＣＣＤＤやや配配信信ササーービビススのの音音楽楽デデーータタはは、、アアナナロロググのの振振動動ををデデジジタタルル化化ししてて
記記録録ししてていいるるととかか。。ととこころろががレレココーードドはは、、アアナナロロググでで記記録録ししてていいるるたためめ、、
2200,,000000HHzz 以以上上のの音音がが記記録録さされれるるよよううでですす。。レレココーードドははデデジジタタルル処処理理でで埋埋もも
れれててししままううよよううなな音音ままでで記記録録さされれてていいるる、、ととネネッットトかからら出出てて来来ままししたた。。 
今今、、レレココーードドはは注注目目をを集集めめてていいまますす。。 

タタタターーーーンンンンテテテテーーーーブブブブルルルル（（（（アアアアナナナナロロロロググググププププレレレレーーーーヤヤヤヤーーーー））））、、、、ああああななななどどどどるるるるななななかかかかれれれれ！！！！  

SSLL--11220000 シシリリーーズズをを愛愛すするるすすべべててのの方方へへ・・・・・・
5500 年年のの感感謝謝をを込込めめてておお届届けけすするる限限定定モモデデルル 
世世界界中中ののＤＤＪＪのの方方かからら支支持持さされれ続続けけたた SSLL--11220000 シシリリーーズズ  
5500 年年間間 、、SSLL--11220000 のの上上でで新新ししいい音音ととのの出出会会いいにに寄寄りり添添いい続続けけてて・・・・・・ 
SSLL--11220000MMKK77 のの基基本本性性能能ををそそののままままにに、、特特別別仕仕様様のの SSLL--11220000MM77LL でですす。。 

タタタターーーーンンンンテテテテーーーーブブブブルルルル 

７７
色色
展展
開開
のの
カカ
ッッ
ココ
イイ
イイ

限限
定定
デデ
ザザ
イイ
ンン
でで
、、
ここ
のの

夏夏
、、
アア
ワワ
ーー
ドド
をを
受受
賞賞
！！ 

 
 
 
 

映映
ええ
まま
すす
よよ
～～ 

 



長長
寿寿
村村
のの
食食
習習
慣慣
をを
調調
査査
すす
るる
とと 

昭昭
和和
のの
時時
代代
にに
日日
本本
中中
のの
長長
寿寿
村村
とと

短短
命命
村村
をを
回回
りり
、、
そそ
のの
食食
習習
慣慣
をを
直直
接接
住住

民民
かか
らら
聞聞
きき
歩歩
いい
てて
調調
査査
しし
たた
記記
録録
がが
ああ

りり
まま
すす
。。 

そそ
れれ
にに
よよ
りり
まま
すす
とと
、、
長長
寿寿
村村
のの
食食
習習

慣慣
はは
次次
のの
三三
つつ
だだ
とと
いい
いい
まま
すす
。。 

一一 

白白
米米
をを
過過
食食
しし
なな
いい 

二二 

肉肉
、、
魚魚
をを
過過
食食
しし
なな
いい 

三三 

野野
菜菜
、、
海海
藻藻
、、
大大
豆豆
をを
少少
しし
ずず
つつ 

毎毎
日日
食食
べべ
るる 

 

白白
米米
（（
現現
代代
なな
らら
パパ
ンン
、、
麺麺
類類
なな
どど
もも
））

のの
よよ
うう
なな
炭炭
水水
化化
物物
（（
糖糖
質質
））
のの
過過
食食
はは

血血
管管
のの
老老
化化
やや
内内
臓臓
脂脂
肪肪
のの
蓄蓄
積積
をを
招招
きき

まま
すす
。。 

当当
時時
、、
東東
北北
のの
よよ
うう
なな
米米
どど
ここ
ろろ
でで
はは

白白
米米
のの
過過
食食
にに
原原
因因
すす
るる
脳脳
卒卒
中中
がが
多多

くく
、、
短短
命命
村村
がが
多多
かか
っっ
たた
よよ
うう
でで
すす
。。 

健健
康康
長長
寿寿
のの
秘秘
訣訣 

まま
たた
肉肉
、、
魚魚
なな
どど
動動
物物
性性
タタ
ンン
パパ
クク

質質
はは
、、
多多
くく
てて
もも
少少
なな
くく
てて
もも
いい
けけ
なな

いい
よよ
うう
でで
すす
。。 

ささ
らら
にに
寿寿
命命
をを
縮縮
めめ
るる
習習
慣慣
とと
しし

てて
、、「「
過過
度度
のの
飲飲
酒酒
」」
とと
「「
過過
度度
のの
喫喫
煙煙
」」

をを
挙挙
げげ
てて
いい
まま
すす
。。 

そそ
もも
そそ
もも
昔昔
はは
乳乳
児児
死死
亡亡
率率
がが
高高

くく
、、
結結
核核
なな
どど
のの
感感
染染
症症
がが
蔓蔓
延延
しし
てて

いい
たた
のの
でで
平平
均均
寿寿
命命
はは
短短
かか
っっ
たた
のの
でで

すす
がが
、、
そそ
れれ
以以
外外
のの
人人
達達
はは
粗粗
食食
だだ
かか

らら
ここ
そそ
健健
康康
でで
過過
ごご
せせ
たた
よよ
うう
でで
すす
。。 

 

江江
戸戸
のの
天天
明明
期期
にに
八八
十十
二二
歳歳
まま
でで
長長

生生
きき
しし
たた
横横
井井
也也
有有
とと
いい
うう
学学
者者
はは
、、

「「
健健
康康
十十
訓訓
」」
とと
しし
てて
、、
健健
康康
長長
寿寿
のの

秘秘
訣訣
をを
短短
くく
まま
とと
めめ
てて
いい
まま
すす
。。 

参参
考考
にに
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

少少
肉肉
多多
菜菜 

少少
塩塩
多多
酢酢 

 

少少
糖糖
多多
果果 

少少
食食
多多
噛噛 

少少
衣衣
多多
浴浴 

少少
車車
多多
歩歩 

 

少少
煩煩
多多
眠眠 

少少
念念
多多
笑笑 

 

少少
言言
多多
行行 

少少
欲欲
多多
施施 

  

第第 2288 話話  駄駄菓菓子子ままつつりり 

七七
月月
某某
日日 

晴晴
れれ
。。
今今
年年
もも
暑暑
いい
夏夏
がが
やや
っっ
てて
来来
まま
しし
たた
。。 

今今
年年
はは
六六
月月
かか
らら
猛猛
暑暑
でで
しし
たた
。。
涼涼
しし
いい
場場
所所
でで
、、
ホホ
ッッ
とと
一一
息息
つつ
いい
てて

下下
ささ
いい
ねね
。。 

ささ
てて
、、
消消
費費
スス
タタ
イイ
ルル
がが
大大
きき
くく
変変
わわ
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
少少
しし
前前
なな
らら
想想
像像

もも
でで
きき
なな
かか
っっ
たた
光光
景景
がが
ココ
ンン
ビビ
ニニ
でで
もも
見見
らら
れれ
まま
すす
。。 

スス
ママ
ホホ
をを
かか
ざざ
しし
てて
支支
払払
いい
をを
しし
たた
りり
、、
ネネ
ッッ
トト
でで
買買
っっ
たた
本本
やや
品品
物物
をを

ココ
ンン
ビビ
ニニ
でで
受受
けけ
取取
るる
方方
もも
居居
りり
まま
すす
。。 

思思
ええ
ばば
、、
スス
ママ
ホホ
でで
色色
んん
なな
ここ
とと
がが
出出
来来
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。
ニニ
ュュ
ーー
スス
をを

スス
ママ
ホホ
でで
見見
たた
りり
、、
スス
ママ
ホホ
でで
友友
だだ
ちち
とと
メメ
ーー
ルル
しし
合合
っっ
たた
りり
、、
スス
ママ
ホホ
でで

モモ
ノノ
をを
買買
っっ
たた
りり
、、
スス
ママ
ホホ
でで
映映
画画
やや
ドド
ララ
ママ
をを
見見
たた
りり
・・
・・
・・
。。 

世世
のの
中中
、、
様様
変変
わわ
りり
でで
すす
ねね
。。
九九
割割
以以
上上
のの
人人
がが
スス
ママ
ホホ
をを
使使
っっ
てて
いい
るる

とと
いい
うう
話話
をを
聞聞
きき
まま
すす
。。
ここ
れれ
かか
らら
のの
若若
いい
人人
もも
、、
当当
たた
りり
前前
のの
よよ
うう
にに
しし

てて
スス
ママ
ホホ
をを
手手
にに
しし
てて
生生
活活
しし
てて
いい
くく
のの
でで
しし
ょょ
うう
。。 

そそ
んん
なな
中中
にに
ああ
っっ
てて
もも
、、
何何
がが
求求
めめ
らら
れれ
てて
いい
るる
かか
とと
言言
いい
まま
すす
とと
、、「「
美美

味味
しし
いい
もも
のの
」」
なな
んん
でで
すす
。。
そそ
しし
てて
、、
そそ
れれ
らら
のの
品品
はは
リリ
アア
ルル
なな
場場
所所
でで
扱扱

っっ
てて
いい
まま
すす
。。
スス
ママ
ホホ
をを
見見
るる
だだ
けけ
でで
はは
おお
腹腹
はは
満満
たた
ささ
れれ
まま
せせ
んん
（（
笑笑
））
。。 

スス
ママ
ホホ
をを
使使
っっ
てて
いい
るる
とと
しし
てて
もも
、、
スス
ママ
ホホ
はは
決決
済済
のの
手手
段段
だだ
っっ
たた
りり
、、

伝伝
達達
のの
ツツ
ーー
ルル
でで
すす
。。
結結
局局
、、
人人
はは
リリ
アア
ルル
なな
モモ
ノノ
をを
求求
めめ
てて
いい
まま
すす
。。 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
とと
いい
うう
場場
所所
はは
リリ
アア
ルル
なな
場場
でで
すす
。。
スス
ママ
ホホ
でで
検検
索索
しし
たた
もも
のの

をを
発発
見見
しし
たた
りり
、、
スス
ママ
ホホ
でで
決決
済済
すす
るる
とと
しし
てて
もも
、、
結結
局局
はは
、、
ココ
ンン
ビビ
ニニ
でで

「「
美美
味味
しし
いい
モモ
ノノ
」」
をを
求求
めめ
まま
すす
。。
ココ
ンン
ビビ
ニニ
でで
美美
味味
しし
いい
もも
のの
をを
揃揃
ええ
るる

ワワ
ケケ
でで
すす
ねね
。。 

とと
ここ
ろろ
でで
、、 

今今
年年
もも
にに
ぎぎ
やや
かか 

なな
レレ
ジジ
前前
でで
すす
。。 

 

駄駄
菓菓
子子
やや
オオ
モモ 

チチ
ャャ
をを
いい
ろろ
いい
ろろ 

揃揃
ええ
まま
しし
たた
。。 

 

楽楽
しし
いい
企企
画画 

でで
おお
待待
ちち
しし
てて 

いい
まま
すす
。。 

 

ここ
のの
新新
聞聞
がが 

配配
付付
ささ
れれ
るる
頃頃 

にに
はは
完完
売売
とと
なな 

っっ
てて
いい
るる
かか
もも
。。 

そそ
のの
とと
きき
はは
、、
ごご
容容
赦赦
くく
だだ
ささ
いい
。。 

今今
日日
もも
張張
りり
切切
っっ
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
！！ 

第第 4444 話話 長長寿寿ののたためめのの食食習習慣慣 

（３）

佐佐 々々木木先先生生のの ひひひとととくくくちちちコココラララムムム

東東洋洋医医学学のの話話 

体体ののパパワワーーススポポッットト 

第第 8811 話話  再再加加熱熱ボボタタンン 

ほほんんわわかか・・・・・・ 

家家族族日日記記 
 

連載

炊炊飯飯器器ににああるる「「再再加加熱熱」」ののボボタタンン。。 
ここののボボタタンンっってて、、使使っったたここととあありりまますすかか？？ 
先先日日ののテテレレビビでで知知りりままししたたののでで、、ごご紹紹介介ししまますす。。 
時時間間がが経経っったた保保温温ごご飯飯、、パパササパパササににななっってて美美味味ししくくなないいでですす

よよねね。。そそここでで使使ううののががここのの再再加加熱熱！！ 
少少量量ののおお水水ををかかけけててここのの再再加加熱熱ボボタタンンをを押押すす。。すするるとと炊炊きき立立

ててにに近近いいごご飯飯ににななるるそそううでですす。。是是非非試試ししててみみててくくだだささいい！！ 
ああとと、、電電子子レレンンジジももややっってていいままししたた。。 
電電子子レレンンジジのの２２００００ＷＷっっててああままりり使使いいまませせんんよよねね？？主主にに使使うう

ののっってて６６００００ＷＷととかかでですすよよねね。。煮煮込込みみハハンンババーーググやや、、冬冬場場のの「「肉肉
ままんん」」。。今今ままでで６６００００ＷＷでで温温めめチチンン！！ししてていいたたととこころろをを２２００００ＷＷ
でで３３倍倍のの時時間間でで加加熱熱すすれればば、、皮皮ももパパササパパササににななららずず中中ままででししっっ
かかりり温温ままりり、、ししっっととりりふふわわふふわわのの肉肉ままんんががででききるるそそううでですす😋😋😋😋 
蒸蒸しし器器のの代代わわりりににここちちららももぜぜひひ試試ししててみみままししょょうう～～🎵🎵🎵🎵

緑緑がが丘丘でで保保険険代代理理店店をを

経経営営さされれてていいるる佐佐藤藤晴晴紀紀

ささんんのの会会社社ののみみななささんんのの

日日々々のの出出来来事事をを、、写写真真付付きき

でで紹紹介介ししまますす。。

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

緑が丘でダンス教室を開いている
「いわもちダンス・スタジオ」さんの
ダンスのお話を掲載します。（編集室）

健健康康診診断断のの通通知知がが届届いいたた。。 
「「自自分分のの体体はは大大丈丈夫夫！！？？」」
とと気気ににななるる一一瞬瞬ででああるる。。 
「「人人生生百百年年時時代代」」とと言言わわれれ
てていいるるがが、、最最後後のの 1100 年年はは寝寝
たたききりりやや介介護護がが必必要要ににななるる
ケケーーススもも多多いいとと聞聞くく。。 
年年をを重重ねねるるとと共共にに体体はは変変
化化ししてていいくく。。自自分分のの身身体体ををどど
うう使使ううかかでで健健康康寿寿命命にに差差がが
出出ててくくるるとと思思うう。。 

社社社社交交交交ダダダダンンンンススススのの話話

連載

「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。今は、「セールス・プロモーション

（Sales Promotion）」などと呼ばれます。客にとって魅力ある販売スタイルのこと

ですね。西松園と高松４丁目でファミマを経営されている阿部江津子さんが、セー

ルス・プロモーションにつながるようなコラムを連載してくれます。おススメ商品

など女子の「つぶやき」を随時掲載します。お楽しみに。（編集室）

女女性性店店長長のの ココンンビビニニ日日誌誌 
阿阿部部 店店長長 ささんん 

ににぎぎややかかななレレジジ前前（（７７月月２２５５日日）） 

 
「「週週 11 回回以以上上、、体体育育のの時時間間をを作作りりままししょょうう」」、、「「伸伸びびるるたたびび、、
体体がが喜喜んんででいいまますすヨヨ」」ヨヨガガのの先先生生がが言言っってていいたた言言葉葉でですす。。 
学学校校にに通通っってていいるるううちちはは体体育育のの授授業業ががあありり、、得得意意、、不不得得意意

関関係係ななくく体体をを動動かかすす時時間間ががああっったたがが、、卒卒業業ししててししままううとと自自分分
でで設設定定ししなないいとと体体育育のの時時間間はは来来なないい。。最最近近ででははテテレレワワーーククでで
通通勤勤のの歩歩くく時時間間ささええ失失っったた人人ももいいるる。。 

佐々木
さ さ き

正人
まさひと

先生

鍼灸師  鍼灸ささき・院長。

高松で鍼灸治療院を開いています。

趣味はトライアスロンです。

抽抽選選でで、、１１名名様様にに！！ 

1
1
1
5

1  1
1  1

8

「「フファァミミママ西西松松園園店店」」（（西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５））ささんんにに、、  

受受けけ取取りりにに行行けけるる方方ののみみ、、ごご応応募募くくだだささいい。。 

ププレレゼゼンントト品品 ＱＱＵＵＯＯカカーードド 

（（千千円円分分））  

「「おお絵絵描描ききパパズズルル」」出出出出題題題題 パパ
ズズ
ルル
問問
題題
をを
編編
集集
室室
でで
制制
作作
しし
てて
みみ
まま
しし
たた
。。
ミミ
スス
ああ
りり
まま
しし

たた
らら
ごご
容容
赦赦
をを
。。
本本
紙紙
第第
７７
ペペ
ーー
ジジ
をを
ごご
覧覧
くく
だだ
ささ
いい
。。 

（（ヒヒンントト 漢漢字字１１文文字字がが出出来来まますす ））  

ハハガガキキにに、、〒〒、、住住所所、、氏氏名名、、電電話話番番号号をを

明明記記しし、、紙紙面面ののママススをを埋埋めめ、、切切りり取取っってて、、

ハハガガキキにに貼貼っってて送送っっててくくだだささいい。。 

葉葉書書ののみみででのの応応募募。。締締めめ切切りりはは 

令令和和 44 年年 99 月月 55 日日（（当当日日消消印印有有効効））。。 

当当選選品品引引換換券券のの発発送送をを持持っってて発発表表ににかかええ

まますす。。個個人人情情報報はは用用途途以以外外にに使使用用いいたたしし

まませせんん。。 

応応募募先先 〒〒002200--00661111 滝滝沢沢市市巣巣子子 220088--3311   

NNPPOO 法法人人 いいわわてて地地域域活活性性化化フフォォーーララムム 

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」編編集集室室 宛宛てて 

1   1
             1   1        1  
1 1 5  1   1  4  1  1

ののりりののりりジジルルババ、、優優雅雅ににワワルルツツ、、情情熱熱ののタタンンゴゴ。。

全全部部でで 1144 種種目目！！ 全全部部踊踊れれたたらら スス･･テテ･･キキ 💛💛💛💛 

緑緑がが丘丘 33--1199--1133    駐駐車車場場有有りりまますす 

定定休休日日：：日日曜曜日日   
月月～～金金 1111：：0000～～2211：：0000  土土・・祝祝 1111：：0000～～1188：：0000 

いいいいわわわわももももちちちちダダダダンンンンススススススススタタタタジジジジオオオオ  
ＴＴＥＥＬＬ ００１１９９－－６６６６４４－－００００６６６６ 

山山留留ささんん 
松松園園方方面面→→ 

セセブブンン 
イイレレブブンンささんん

ＰＰ 

アアネネッッククスス 
カカワワトトククささんん

ママルルイイチチささんん 

体体験験レレッッススンン無無料料 おお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい 

体体もも心心もも 楽楽ししくく踊踊っってて 人人生生110000年年時時代代！！ 

おおおお得得得得なななな  ググググルルルルーーーーププププレレレレッッッッススススンンンン  ７７７７月月月月  ススタターートト！！ ((77～～99月月)) 

  ★ 初初心心者者ココーースス （（火火））1111::0000～～（（水水））1188::0000～～ 

 初初めめててのの方方ででもも４４種種目目踊踊れれちちゃゃうう ！！ 
（（ルルンンババ、、ママンンボボ、、ジジルルババ、、ブブルルーースス）） 

★ ほほののぼぼののココーースス （（金金））1133::0000～～ 
 高高齢齢者者向向けけ、、楽楽ししくく踊踊れれてて足足腰腰元元気気 ！！ 

レレッッススンン料料はは、、７７～～９９月月分分 

1122 レレッッススンン ￥￥1133,,220000  

ににななりりまますす。。 

１１レレッッススンン 

 ￥￥11,,110000 

ななんんとと！！ 

広広
告告
募募
集集 

メール、ファックスでお申し込みください。
→メール iwate.forum2015@gmail.com
→ FAX 019- 641-9678

１１ココママ  99,,000000 円円（（税税別別）） これが、1コマ広告です。

連連絡絡ががごござざいいまますす時時はは、、メメーールル又又はは FFAAXX ででおお願願いいししまますす！！  電電話話応応対対はは難難ししいいでですす。。 

最最近近、、「「尻尻活活（（ししりりかかつつ））」」とといいうう言言葉葉をを耳耳ににししたた。。 

腸腸内内環環境境をを整整ええるる以以前前にに、、「「尻尻活活」」がが大大事事だだとといいううののだだ。。 

でで、、尻尻活活のの話話をを次次回回ににすするるここととににししまますす。。おお楽楽ししみみにに！！ 

楽楽楽楽ししししくくくく「「「「尻尻尻尻活活活活」」」」ししししままままししししょょょょうううう！！！！  ←←←←  来来来来月月月月のののの予予予予定定定定

第第 4466 話話  体体育育のの時時間間？？ 

ママススをを埋埋めめ、、切切りり取取っってて、、ハハガガキキにに貼貼っってて送送っっててくくだだささいい。。 

切
り
取
り
線



前前
回回
にに
続続
きき
、、
頭頭
皮皮
のの
臭臭
いい
のの
おお
話話

でで
すす
。。 

食食
事事
以以
外外
でで
影影
響響
がが
大大
きき
いい
のの
がが

ホホ
ルル
モモ
ンン
ババ
ララ
ンン
スス
のの
変変
化化
でで
すす
。。 

ここ
れれ
にに
関関
しし
てて
はは
、、
「「
加加
齢齢
」」
でで
変変

化化
すす
るる
もも
のの
でで
仕仕
方方
がが
なな
いい
部部
分分
でで
もも

ああ
るる
のの
でで
すす
がが
、、
女女
性性
でで
もも
4400
代代
をを
過過

ぎぎ
たた
ここ
ろろ
かか
らら
出出
てて
きき
まま
すす
。。 

4400
代代
かか
らら
増増
加加
すす
るる
脂脂
肪肪
酸酸
がが
影影

響響
しし
てて
きき
まま
すす
のの
でで
、、「「
ホホ
ルル
モモ
ンン
だだ
かか

らら
仕仕
方方
がが
無無
いい
」」
とと
諦諦
めめ
るる
だだ
けけ
でで
はは 

無無
くく
、、
食食
事事
にに
気気
をを
付付
けけ
るる
とと
共共
にに
、、

軽軽
いい
運運
動動
でで
定定
期期
的的
にに
汗汗
をを
かか
くく
ここ
とと

がが
大大
切切
でで
すす
。。 

そそ
うう
すす
るる
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
、、
体体
にに
良良

くく
なな
いい
もも
のの
をを
体体
内内
にに
溜溜
めめ
ずず
にに
排排
出出

すす
るる
ここ
とと
がが
出出
来来
まま
すす
。。 

やや
はは
りり
、、
健健
康康
的的
なな
生生
活活
がが
、、
体体
にに

もも
臭臭
いい
にに
もも
良良
いい
影影
響響
がが
ああ
るる
のの
でで
、、

筋筋
トト
レレ
でで
もも
ウウ
ォォ
ーー
キキ
ンン
ググ
でで
もも
何何
かか

取取
りり
組組
むむ
ここ
とと
がが
大大
切切
でで
すす
ねね
。。 

抱抱
くく
不不
安安
なな
要要
素素
はは 

ここ
のの
３３
つつ 

 

１１
、、[[

どど
のの
様様
なな
聞聞
ここ
ええ
方方
なな
のの
かか
？？]]

 

若若
いい
頃頃
のの
様様
にに((

よよ
くく))

聞聞
ここ
ええ
るる
？？ 

ここ

のの
点点
はは
実実
際際
にに
ごご
用用
意意
しし
てて
ああ
るる
試試
聴聴
器器
をを

使使
いい
自自
身身
でで
理理
解解
をを
頂頂
くく
形形
でで
すす((

当当
店店
はは))

。。 

取取
りり
扱扱
っっ
てて
いい
るる
商商
品品
がが
好好
きき

 

私私
はは
自自
分分
がが
取取
りり
扱扱
っっ
てて
いい
るる
補補
聴聴
器器
のの
事事

がが
大大
好好
きき
でで
すす
。。 

だだ
かか
らら
ここ
そそ
理理
解解((

出出
来来
るる
事事
・・
出出
来来
なな
いい
事事))

しし
てて
いい
たた
だだ
けけ
たた
方方
のの
みみ
にに
使使
っっ
てて
いい
たた
だだ
きき

たた
いい
とと
思思
いい
、、
日日
々々
努努
めめ
てて
いい
まま
すす
。。 

 [[

どど
ここ
まま
でで
聞聞
ここ
ええ
るる
のの
かか]]

 
[[

操操
作作
性性
はは
どど

うう
なな
のの
かか]]

 
[[

うう
るる
ささ
いい
なな
どど
のの
不不
快快
感感
はは
なな

いい
かか]]

 
[[

価価
格格
的的
にに
はは
どど
うう
なな
のの
かか]]

なな
どど
、、
先先

にに
ごご
理理
解解((

貸貸
出出
しし
・・
説説
明明))

いい
たた
だだ
くく
事事
をを
重重
要要

視視
しし
てて
いい
るる
のの
はは
そそ
のの
為為
でで
すす
。。 

 

２２
、、[[

雑雑
音音
はは
入入
らら
なな
いい
かか
？？]]

 

噂噂
でで
聞聞
いい
たた
・・
隣隣
人人
がが
話話
しし
てて
いい
たた
かか

らら
・・
・・
・・
。。
ここ
のの
点点
にに
関関
しし
てて
もも
、、
購購
入入
前前
にに

試試
聴聴
機機
をを
使使
いい
実実
際際
にに
耳耳
でで
聞聞
いい
てて
みみ
るる
事事

でで
判判
断断
でで
きき
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。((

ここ
のの
点点
にに
はは

色色
々々
なな
環環
境境
理理
由由
とと
物物
理理
的的
原原
因因
がが
考考
ええ
らら

れれ
まま
すす))

 

 

３３
、、「「
使使
いい
ここ
なな
せせ
るる
かか
？？]]

 

実実
はは
手手
にに
取取
っっ
たた
時時
点点
でで
使使
いい
ここ
なな
せせ
るる

人人
はは
少少
数数
でで
すす
。。
ここ
れれ
はは
スス
ポポ
ーー
ツツ
とと
一一
緒緒

でで
、、
練練
習習
期期
間間((

※※))

はは
どど
うう
しし
てて
もも
必必
要要
とと
なな

るる
もも
のの
でで
すす
。。 

※※
耳耳
にに
入入
れれ
るる
・・
付付
けけ
るる
。。
本本
体体
のの
物物
理理
的的

なな
操操
作作
。。
人人
にに
はは
任任
せせ
らら
れれ
なな
いい
。。 

 

同同
じじ
品品
でで
もも
「「
相相
談談
者者
のの
ああ
なな
たた
がが
」」
どど
のの

様様
にに
感感
じじ
、、
どど
のの
様様
にに
理理
解解((

意意
味味
付付))

すす
るる
かか

でで
、、
そそ
のの
商商
品品
にに
対対
すす
るる
「「
価価
値値
とと
評評
価価
」」
はは

大大
きき
くく
かか
わわ
っっ
てて
もも
くく
るる
もも
のの
でで
すす
。。 

今今
のの
時時
代代
、、
購購
入入
前前
にに
見見
てて
触触
れれ
てて
使使
っっ
てて

見見
れれ
るる
良良
いい
時時
代代
なな
のの
でで
すす
かか
らら
、、
やや
っっ
てて
みみ

なな
いい((

行行
動動))

のの
はは
「「
損損
？？
」」
とと
もも
思思
いい
まま
すす
。。 

きき
ここ
ええ
はは
心心
とと
身身
体体
のの
栄栄
養養
源源 

 

おお
早早
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
読読
者者
のの
皆皆
ささ
んん
、、
いい
かか

がが
おお
過過
ごご
しし
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

私私
事事
でで
すす
がが
、、
７７
月月
のの
頭頭
にに
青青
森森
県県
のの
名名
川川
にに

「「
ササ
クク
ララ
ンン
ボボ
狩狩
りり
」」
にに
行行
っっ
てて
来来
まま
しし
たた
。。 

話話
にに
よよ
るる
とと
今今
年年
もも
不不
作作
とと
のの
事事
でで
しし
たた
。。 

意意
気気
込込
みみ
はは
ああ
るる
のの
でで
すす
がが
、、
実実
際際
「「
ぜぜ
んん
ぜぜ

んん
取取
っっ
てて
食食
べべ
れれ
なな
いい
」」
我我
がが
家家
でで
しし
たた((

食食
がが
細細

いい
？？))

。。
皆皆
ささ
んん
はは
どど
うう
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

 

早早
速速
でで
すす
がが
補補
聴聴
器器
「「
役役
立立
つつ
商商
品品((

よよ
りり
良良
いい

買買
いい
物物))

」」
。。
ここ
んん
なな
思思
いい
かか
らら
補補
聴聴
器器((

耳耳
・・
聞聞
ここ

ええ
・・
他他))

にに
関関
すす
るる
ココ
ララ
ムム
をを
、、
私私
なな
りり
のの
思思
いい((

考考

ええ
方方))

とと
しし
てて
書書
かか
せせ
てて
頂頂
いい
てて
いい
まま
すす
補補
聴聴
器器

１１
番番
館館
のの
田田
中中
敦敦
でで
すす
。。 

 

耳耳
・・
聞聞
ここ
ええ
のの
問問
題題
はは
人人
とと
人人
とと
のの
間間
にに
見見
ええ

なな
いい
垣垣
根根
をを
作作
るる
、、
とと
いい
っっ
たた
様様
なな
内内
容容
のの
話話
しし

をを
ああ
のの
ママ
ザザ
ーー
テテ
レレ
ササ
はは
話話
しし
たた
そそ
うう
でで
すす
。。 

人人
とと
人人
とと
のの
人人
間間
関関
係係
にに
大大
きき
くく
影影
響響
をを
与与
ええ

るる
耳耳
・・
聞聞
ここ
ええ
問問
題題
。。
そそ
れれ
はは
例例
ええ
「「
親親
子子
間間
でで

ああ
っっ
てて
もも
」」
発発
生生
しし
てて
きき
まま
すす
。。 

国国
民民
生生
活活
セセ
ンン
タタ
ーー
にに
おお
いい
てて

 

聞聞
ここ
ええ
がが
悪悪
いい
とと
感感
じじ
たた
らら
・・
・・
・・
「「
補補
聴聴
器器

トト
ララ
ブブ
ルル
をを
防防
ぎぎ
まま
しし
ょょ
うう
」」
とと
表表
記記
ささ
れれ
たた
パパ

ンン
フフ
レレ
ッッ
トト
がが
出出
ささ
れれ
てて
いい
るる
事事
をを
ごご
存存
知知
でで

しし
たた
かか
。。 

そそ
ここ
にに
はは
、、
まま
ずず
耳耳
鼻鼻
咽咽
喉喉
科科
をを
受受
診診
しし
まま
しし

ょょ
うう
とと
書書
かか
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
賢賢
いい
読読
者者
のの
皆皆
ささ
んん

なな
らら
、、
理理
解解
しし
てて
頂頂
けけ
るる
事事
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

※※
メメ
ーー
カカ
ーー
各各
社社
発発
行行
のの
商商
品品
カカ
タタ
ロロ
ググ
、、
他他

関関
連連
のの
書書
籍籍
をを
参参
考考
にに
ささ
せせ
てて
頂頂
きき
まま
しし
たた
。。 

今今
月月
もも
有有
難難
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。 

 

ああ
るる
とと
きき
、、「「
ひひ
がが
まま
なな
いい
」」
とと
いい
うう
文文
字字
をを
目目
にに
しし
まま

しし
たた
。。 

ここ
れれ
をを
見見
てて
、、「「
ひひ
・・
まま
・・
がが
・・
なな
・・
いい
」」
つつ
まま
りり
、、「「
暇暇

がが
無無
いい
」」
？？
とと
ここ
ろろ
がが
、、
よよ
くく
見見
るる
とと
「「
ひひ
・・
がが
・・
まま
・・

なな
・・
いい
」」
でで
しし
たた
。。
つつ
まま
りり
、、「「
僻僻
（（
ひひ
がが
））
むむ
」」
ここ
とと
をを

「「
しし
なな
いい
」」
＝＝
「「
ヒヒ
ガガ
ママ
なな
いい
」」
とと
いい
うう
言言
葉葉
でで
しし
たた
。。 

ここ
ここ
かか
らら
小小
説説
がが
生生
まま
れれ
るる
のの
でで
はは
なな
いい
かか
？？
とと
思思
いい

メメ
モモ
っっ
てて
おお
きき
まま
しし
たた
がが
、、
そそ
のの
気気
配配
はは
、、
ささ
っっ
ぱぱ
りり
無無

かか
っっ
たた
でで
すす
・・
・・
・・
。。
ささ
てて
ささ
てて
、、
ここ
ここ
かか
らら
創創
作作
でで
すす
。。 

ワワ
タタ
シシ
はは
一一
人人
のの
男男
じじ
ゃゃ
飽飽
きき
ちち
ゃゃ
うう
のの
。。 

そそ
のの
人人
とと
一一
緒緒
にに
居居
るる
とと
変変
わわ
っっ
たた
ここ
とと
がが
ああ
っっ
たた

りり
、、
そそ
のの
人人
のの
たた
めめ
にに
チチ
カカ
ララ
にに
なな
れれ
たた
りり
、、
とと
きき
どど
きき

触触
れれ
合合
っっ
てて
嬉嬉
しし
くく
なな
るる
ここ
とと
もも
ああ
るる
。。
でで
もも
ワワ
タタ
シシ
、、

すす
ぐぐ
にに
飽飽
きき
てて
しし
まま
うう
のの
。。 

「「
浮浮
気気
性性
」」
なな
んん
てて
言言
わわ
なな
いい
でで
欲欲
しし
いい
。。
男男
のの
人人
のの

「「
女女
好好
きき
」」
とと
はは
違違
うう
とと
思思
いい
まま
すす
。。
いい
つつ
もも
何何
かか
物物
足足

りり
なな
いい
。。
ここ
んん
なな
人人
とと
なな
らら
、、
一一
夜夜
だだ
けけ
明明
かか
しし
てて
みみ
たた

いい
なな
っっ
てて
思思
うう
、、
そそ
れれ
にに
近近
いい
かか
もも
。。 

「「
何何
だだ
、、
やや
っっ
ぱぱ
浮浮
気気
性性
じじ
ゃゃ
なな
いい
かか
！！
」」
なな
んん
てて
言言

わわ
なな
いい
でで
ねね
。。
ヒヒ
ガガ
ママ
なな
いい
、、
ヒヒ
ガガ
ママ
なな
いい
！！
男男
のの
浮浮
気気

なな
んん
かか
とと
はは
全全
然然
違違
うう
とと
思思
いい
まま
すす
。。
男男
なな
んん
かか
ささ
大大
体体

がが
、、
一一
定定
量量
がが
身身
体体
にに
溜溜
まま
っっ
たた
らら
、、
もも
うう
・・
・・
・・
。。 

ハハ
ハハ
ハハ
。。
そそ
のの
点点
、、
女女
はは
違違
うう
のの
よよ
。。 

ああ
れれ
？？
帰帰
っっ
てて
しし
まま
っっ
たた
？？ 

アア
イイ
ツツ
のの
ここ
とと
、、
今今
いい
ちち
ばば
んん
好好
きき
なな
んん
だだ
けけ
どど
なな
。。 

そそ
れれ
をを
言言
っっ
ちち
ゃゃ
ツツ
ママ
ララ
ナナ
イイ
かか
らら
、、
言言
わわ
なな
いい
。。 

そそ
れれ
にに
、、
アア
イイ
ツツ
、、
いい
つつ
、、
二二
番番
とと
かか
三三
番番
にに
落落
ちち
てて

しし
まま
うう
かか
分分
かか
らら
なな
いい
しし
ねね
。。
そそ
れれ
にに
しし
てて
もも
ワワ
タタ
シシ
のの

気気
持持
ちち
をを
知知
ろろ
うう
とと
しし
なな
いい
。。
だだ
かか
らら
、、
ガガ
キキ
だだ
っっ
つつ
ーー

のの
。。
嫉嫉
妬妬
だだ
けけ
はは
一一
丁丁
前前
なな
んん
だだ
かか
らら
。。 

ああ
ーー
ああ
、、
世世
のの
中中
、、
女女
心心
がが
分分
かか
らら
なな
いい
男男
ばば
っっ
かか
。。 

「「
そそ
んん
なな
んん
でで
もも
なな
いい
」」
男男
にに
、、
自自
分分
かか
らら
手手
をを
握握
らら

せせ
たた
りり
すす
るる
かか
、、
っっ
てて
。。
野野
暮暮
なな
のの
よよ
。。 

「「
もも
っっ
とと
経経
験験
をを
積積
んん
でで
おお
いい
でで
よよ
！！
」」
とと
言言
いい
たた
いい

とと
ここ
ろろ
だだ
けけ
どど
、、
まま
、、
ああ
のの
歳歳
じじ
ゃゃ
無無
理理
かか
。。 

そそ
れれ
にに
、、
アア
イイ
ツツ
にに
「「
経経
験験
」」
をを
積積
まま
れれ
たた
りり
すす
るる
とと
、、

ワワ
タタ
シシ
のの
ほほ
うう
がが
シシ
ッッ
トト
しし
ちち
ゃゃ
いい
そそ
うう
。。 

でで
もも
、、「「
出出
直直
しし
てて
おお
いい
でで
！！
」」
とと
ワワ
タタ
シシ
はは
言言
いい
たた
いい
。。 

そそ
しし
たた
らら
、、
イイ
イイ
恋恋
にに
なな
るる
んん
だだ
けけ
どど
なな
。。「「
経経
験験
」」
をを

積積
むむ
なな
らら
、、
ワワ
タタ
シシ
にに
隠隠
れれ
てて
オオ
ヤヤ
リリ
！！ 

たた
だだ
、、
出出
直直
しし
てて
来来
たた
かか
らら
とと
いい
っっ
てて
、、
ワワ
タタ
シシ
とと
上上

手手
くく
行行
くく
とと
思思
っっ
たた
らら
大大
間間
違違
いい
でで
すす
よよ
。。
経経
験験
なな
んん
てて

のの
はは
、、
相相
手手
次次
第第
、、
っっ
てて
とと
ここ
ろろ
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

だだ
かか
らら
、、
ワワ
タタ
シシ
とと
経経
験験
しし
てて
いい
れれ
ばば
、、
間間
違違
いい
無無
しし
。。 

なな
んん
てて
ねね
。。 

 

 
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （４）

第６５話 頭皮の臭い（その２）

2010 年ＨＩＫＡＲＩＣＵＰグラン

プリ・ジャーナル賞、2012 年ミルボ

ン・デザイナーズアビリティー最高

賞、2018 年ジャパンへアドレッシン

グ・アワード北海道・東北エリア・

ノミネートなど多数受賞。

『風とａｏの美容室』店主。

中中
なか

舘舘
だて

 弥弥
や

寿寿
す

夫夫
お

 ささんん 

中舘さんがおっしゃいました。「だれもが『自分の髪で

生きていく』と決めていますよね。でも、意外と知ら

ないんですよ、自分の髪と頭皮のこと」（編集室）

カカリリススママ美美容容師師ののエエッッセセーー 

第第３３００話話 相相談談者者がが抱抱くく補補聴聴器器にに対対すするる不不安安なな要要素素。。 

連連載載 

知ったら優しくしちゃう、髪のこと

髪と頭皮と

私

認定補聴器専門店を経営されている田中敦さんのコラム。リニュアルしました。
田中さんのお父様も補聴器を使用中だそうです。「まず不安の解決、そして次に、
喜んでもらいたい」という気持ちを大切にしている田中さんの本音コラム。
そのアップデート版です。（編集室）

風風ととａａｏｏのの美美容容室室髪が、心地よく風になびく……
自分らしいことに気づく瞬間です。

緑緑がが丘丘ヒヒルルズズ入入口口。。 
tteell  001199--668811--44330022  

定定休休日日はは月月曜曜。。不不定定休休あありりまますす。。

営営業業時時間間 火火～～土土 1100::0000～～2200::0000 
日日・・祝祝 1100::0000～～1188::0000

詳しくはホームページをどうぞ

メール y.nakadate@outlook.jp
LINE@  @ｉｓａ7399

補補聴聴器器でで取取りり戻戻すす ！！ 

笑笑顔顔ああふふれれるる日日常常生生活活

田田中中
た な か

 敦敦
あつし

 ささんん

田田中中ささんんはは浄浄法法寺寺出出身身。。現現在在、、高高松松

にに奥奥様様とと娘娘様様、、保保護護猫猫７７匹匹ととおお住住ままいい

でですす。。趣趣味味はは読読書書ととカカメメララだだそそううでですす。。 

作家稼業の筆を折られた伊古兄ロタさん、

「この新聞を応援したい」と申して、創作ノ

ートから随時トークしてくれます（編集室）。

第第
11
話話 

 

誰誰
とと
経経
験験
をを
積積
むむ
？？

女女
とと
男男
のの
交交
差差
点点

ロロ
ママ
ンン
チチ
ッッ
クク
・・
トト
ーー
クク

伊伊
古古
兄兄 

ロロ
タタ

スス
タタ
ッッ
フフ
募募
集集 

パパソソココンン イインンスストトララククタターーささんん 急急募募！！ 

専門資格は不要です！ 生徒さんと楽しくお話できる方 大歓迎です！

ＹＹＥＥＳＳパパソソココンン学学院院 アアスステティィ緑緑がが丘丘校校 

電電話話００１１９９－－６６６６３３－－１１８８９９００ 

自自分分ににととっってて都都合合よよくく

意意味味付付けけししててししままううのの

もも、、ままたた人人間間。

難難聴聴者者ににととっってて、、ママススクク

越越ししのの会会話話をを聞聞きき取取るるのの

はは辛辛いいももののでで、、避避けけたたくく

ななるるととのの話話をを伺伺いいまますす。。 

相談者談

６６月月にに県県営営球球場場でで開開催催さされれたた楽楽天天

対対日日本本ハハムムのの野野球球 ナナイイタターー観観戦戦にに
娘娘ささんんとと行行かかれれたたそそううでですす。。 

盛盛岡岡近近郊郊のの神神社社ででのの写写真真。。 
写写りり込込んんででいいたた有有難難いいおお姿姿。。 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（５）

地域の方々の健康維持と増進のためのコラムを書いていただくよう、
先生にお願いしました。関係方面のご理解のもと、連載することと
いたしました。（編集室）

わわたたななべべ先先生生のの健健康康ノノーートト（（第第７７８８回回）） 

渡渡邊邊
わたなべ

 活活見見
か つ み

 先先生生 
（（ププロロフフィィーールル）） 
わわたたななべべ内内科科・・脳脳神神経経内内科科ククリリニニッックク
（（高高松松３３丁丁目目））院院長長。。長長年年ににわわたたりり、、
脳脳神神経経内内科科医医ととししてて診診療療ににたたずずささわわっっ
ててここらられれままししたた。。医医大大時時代代ははババイイオオリリ
ンンをを演演奏奏ししてておおらられれたたそそううでですす。。 

ははりり灸灸 ささささきき 

鍼鍼灸灸治治療療  佐佐々々木木正正人人  

往往診診ででききまますす。。不不定定休休でですす。。 

交交通通手手段段ののなないい方方はは、、ごご相相談談くくだだささいい。。

☎☎ 001199--666633--66333377 

市市立立 
図図書書館館 
 

高高松松のの池池 

国国道道４４号号線線

のの池池 

幼幼稚稚園園 

ﾊﾊﾘﾘｽｽﾄﾄｽｽ 
正正教教会会 

坂坂道道をを登登るる 

P

高高松松 11--55--44 

診診察察日日時時はは電電話話ででごご相相談談くくだだささいい。。

ううちちのの看看護護師師長長のの「「つつぶぶややきき」」 ppaarrtt４４ 〜〜 転転ばばぬぬ先先のの杖杖ななららぬぬ知知恵恵 〜〜 

渡渡邊邊 看看護護師師長長 

ごご
無無
沙沙
汰汰
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。 

「「
師師
長長
のの
つつ
ぶぶ
やや
きき
」」
はは
、、
かか
なな
りり

おお
久久
しし
ぶぶ
りり
でで
はは
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
アア
イイ

スス
ブブ
レレ
ーー
クク
とと
しし
てて
読読
んん
でで
いい
たた
だだ
けけ

れれ
ばば
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

ささ
てて
、、
毎毎
日日
暑暑
いい
日日
がが
続続
いい
てて
おお
りり

まま
すす
がが
、、
本本
日日
のの
話話
題題
はは
「「
転転
ばば
ぬぬ
先先

のの
杖杖
」」
なな
らら
ぬぬ
「「
転転
ばば
ぬぬ
先先
のの
知知
恵恵
」」

とと
題題
しし
まま
しし
てて
、、
転転
倒倒
予予
防防
にに
つつ
いい
てて

書書
きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

加加齢齢とと転転倒倒 
「「年年をを取取るるとと転転んんででししままうう」」とといいううののはは、、よよくく

耳耳ににすするる話話題題でですすがが、、国国民民生生活活調調査査にによよりりまますすとと、、
高高齢齢者者のの要要介介護護ににななるる原原因因のの「「１１位位：：脳脳卒卒中中
（（1188..55％％））」」「「２２位位：：認認知知症症（（1155..88％％））」」「「３３位位：：高高齢齢
にによよるる衰衰弱弱（（1133..44％％））」」「「４４位位：：骨骨折折・・転転倒倒（（1111..88％％））」」
「「５５位位：：関関節節疾疾患患（（1100..99％％））」」「「６６位位：：心心臓臓病病（（44..55％％））」」
ととななっってておおりりまますす。。 

ここのの中中でで、、11 位位～～33 位位はは自自分分のの力力でではは容容易易にに予予防防
がが出出来来なないい病病気気でですすがが、、44 位位のの転転倒倒・・骨骨折折はは突突然然
ののアアククシシデデンントトでであありり、、防防ごごううとと思思ええばば自自分分のの力力
でで十十分分にに防防ぐぐ事事がが出出来来まますす。。 

転転倒倒はは冬冬にに多多いいとといいううイイメメーージジでですすがが、、年年ががらら
年年中中起起ききてていいまますす。。 

転転倒倒はは、、屋屋外外よよりりもも屋屋内内のの方方がが多多くく、、住住みみ慣慣れれ
たた家家のの中中にに転転倒倒のの危危険険ががあありりまますす。。転転倒倒をを予予防防すす
るるににはは家家庭庭内内ででのの安安全全対対策策がが必必要要でですす。。

・・・・無無無無意意意意識識にに
段段段段差差差差をを超超ええるる時時

識識識識識識識識識識識識識識識識にににににににに
をををををををををををををををををををををををををを超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超ええええええええええええええええええええええええええええええええええええるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時

・・・・夜夜夜夜中中中中にににに  
トトトトイイイイレレレレにににに行行行行くくくく時時時時 ・・・・無無無無理理理理なななな姿姿姿姿勢勢勢勢でででで  

何何何何かかかかをををを  
取取取取ろろろろううううととととししししたたたた時時時時

・・・・慌慌慌慌てててててててて動動動動ここここううううととととししししたたたた時時時時  
来来客客ののイインンタターーフフォォンンやや電電話話にに 
早早くく出出よよううとと思思っってて慌慌ててるるとと 
足足ががももつつれれてて転転ぶぶかかもも。。

・・・・床床床床のののの物物物物ををををととととっっっっささささにににに拾拾拾拾おおおおううううととととししししたたたた時時時時  
急急にに頭頭をを下下げげるるととふふららつついいてて転転ぶぶかかもも。。

・・・・○○○○○○○○ししししななななががががらららら動動動動作作作作ををををししししたたたた時時時時  
携携帯帯電電話話をを持持ちちななががらら・・・・・・ 
上上着着をを羽羽織織ろろううととししななががらら・・・・・・ 
ススーーパパーーのの買買いい物物袋袋をを 
両両手手にに持持ちちななががらら歩歩くくとと 
ババラランンススをを崩崩ししてて、、 
両両手手のの物物をを放放ささなないいでで、、頭頭かからら転転ぶぶかかもも。。

下下記記ののよよううにに、、 
「「ここれれくくららいい、、ままだだででききるるだだろろうう」」とと思思っっててししままいい、、自自分分のの能能力力をを過過信信ししてて 
慌慌ててたたりり急急いいだだりりがが転転倒倒のの引引きき金金ににななりりまますす。。 
普普段段かからら「「ここのの動動作作はは転転ぶぶかかもも？？」」とと危危険険予予知知トトレレーーニニンンググををすするる事事がが大大切切でですす。。

家家庭庭内内ででのの 

①① 転転倒倒すするるかかももししれれなないい危危なないい時時 

②② 転転倒倒すするるかかももししれれなないい危危なないい場場所所 
ををチチェェッッククししてて改改善善ししててみみままししょょうう。。

家家家家庭庭庭庭内内内内ででででのののの転転転転倒倒倒倒予予予予防防防防のののの対対対対策策策策

①① 転転倒倒すするるかかももししれれなないい「「危危なないい時時」」

なななな
ぜぜぜぜ
、、、、
転転転転
倒倒倒倒
がががが
怖怖怖怖
いいいい
のののの
かかかか
？？？？  

転転
倒倒
・・
骨骨
折折
はは
一一
瞬瞬
のの
出出
来来
事事
でで
すす
。。
転転
倒倒
しし
たた

瞬瞬
間間
かか
らら
、、
今今
まま
でで
出出
来来
てて
いい
たた
事事
がが
出出
来来
なな
くく
なな

りり
まま
すす
。。 

孫孫
のの
世世
話話
やや
ごご
はは
んん
支支
度度
、、
夫夫
のの
介介
護護
なな
どど
がが
出出

来来
なな
くく
なな
りり
、、
家家
族族
をを
巻巻
きき
込込
んん
でで
生生
活活
がが
一一
変変
しし

てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。 

腰腰
椎椎
圧圧
迫迫
骨骨
折折
やや
大大
腿腿
骨骨
骨骨
折折
なな
どど
、、
手手
術術
やや
安安

静静
がが
必必
要要
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

一一
生生
懸懸
命命
リリ
ハハ
ビビ
リリ
にに
取取
りり
組組
んん
でで
もも
、、
杖杖
がが
必必

要要
にに
なな
りり
、、
転転
ぶぶ
前前
のの
様様
にに
歩歩
くく
のの
はは
難難
しし
くく
なな
りり

まま
すす
。。 

転転
倒倒
がが
きき
っっ
かか
けけ
でで
寝寝
たた
きき
りり
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
うう

事事
もも
多多
々々
ああ
りり
まま
すす
。。 

住住
みみ
慣慣
れれ
たた
家家
のの
中中
にに
転転
倒倒
のの
危危
険険
がが
ああ
るる
事事
をを

理理
解解
しし
、、
自自
分分
とと
家家
族族
をを
守守
るる
たた
めめ
にに
、、
危危
なな
いい
場場

所所
をを
チチ
ェェ
ッッ
クク
しし
てて
改改
善善
しし
てて
みみ
まま
しし
ょょ
うう
。。 

私私のの家家ににははセセキキレレイイとといいうう小小鳥鳥がが毎毎朝朝、、窓窓ををつつつつききにに
ややっっててききまますす。。 

朝朝のの４４時時半半～～５５時時頃頃「「カカーーンンカカーーンン」」とと音音ががししてて、、そそ
っっとと窓窓のの外外をを見見るるとと、、一一生生懸懸命命にに窓窓ををつつつついいてていいまますす。。 

何何故故そそんんなな行行動動ををととるるののかかネネッットトでで調調べべたたらら、、窓窓にに映映
るる自自分分のの姿姿をを敵敵だだとと思思いい、、縄縄張張りり争争いいででつつつつくくののだだとといい
うう説説ががああるるよよううでですす。。 

鳥鳥のの社社会会もも大大変変だだななとと思思いいまますす。。 
時時々々、、おお休休みみししてて来来ななくくななるるとと、、カカララススにに襲襲わわれれたたかか

ななとと心心配配ににななりりまますす。。 
いいつつままでで続続くくかか分分かかりりまませせんんがが、、「「セセキキレレイイささんん」」とと

友友達達ににななっったた気気分分でで、、今今ははささささややかかなな癒癒ししでですす。。

足足元元がが暗暗いいとと 
障障害害物物ににつつままずずいいてて 
転転ぶぶかかもも。。

大大ききなな段段差差はは、、意意識識ししてて超超ええるるがが、、
小小ささいい段段差差のの方方ががつつままずずくくかかもも。。 

ババラランンススをを崩崩ししてて 
転転ぶぶかかもも。。

かかわわいいいい訪訪問問者者・・・・・・

・・・・寝寝寝寝室室室室  ～～ ベベッッドドのの高高ささはは３３５５～～４４００㎝㎝、、腰腰かかけけたた時時、、 
足足がが床床ににつつくく高高ささにに。。カカーーペペッットトははたたるるみみななくく、、 
電電気気ココーードドななどど障障害害物物ががなないい事事。。枕枕元元にに照照明明、、 
トトイイレレにに起起ききるる時時はは明明るるくくすするる事事。。

・・・・浴浴浴浴室室室室 ～～ 手手すすりりやや滑滑りり止止めめママッットトをを付付けけ

るる。。

・・・・玄玄玄玄関関関関  ～～ 上上ががりりかかままちちのの段段差差はは１１８８㎝㎝以以下下。。 
段段差差がが分分かかりりややすすいいよようう色色のの工工夫夫。。 
照照明明をを付付けけるる。。滑滑りりややすすいいママッットトはは敷敷かかなないい。。

・・・・トトトトイイイイレレレレ  ～～ 手手すすりりやや照照明明をを付付けけるる。。

・・・・履履履履物物物物  ～～ 滑滑りりややすすいいススリリッッパパややつつっっかかけけはは履履かかなないい。。

下下記記ののよよううにに、、 
転転倒倒防防止止環環境境チチェェッッククををししてて改改善善すするる事事がが大大切切でですす。。

②② 転転倒倒すするるかかももししれれなないい「「危危なないい場場所所」」

２２２２００００２２２２２２２２．．．．９９９９／／／／１１１１１１１１（（（（日日日日））））  
      SSttaarrtt 1155::0000  OOppeenn 1144::3300           

盛盛岡岡劇劇場場メメイインンホホーールル 盛盛岡岡市市松松尾尾町町 33--11 

●●チチケケッットト 

 自自由由席席 大大  人人（（ 前前売売りり 33,,000000 円円 当当日日 33,,550000 円円 ）） 

子子どどもも（（ 前前売売りり・・当当日日 11,,550000 円円 ）） 

指指定定席席 （（ 前前売売りり・・当当日日 ））大大 人人 44,,000000 円円 子子どどもも 33,,000000 円円 ）） 

●●チチケケッットト購購入入・・おお問問合合せせ先先    カカヨヨココフフララメメンンココススタタジジオオ事事務務局局 

 ℡℡ 009900--22336655--22110033   mmaaiill kkaayyookkooffllaammeennccoossttuuddiioo@@ggmmaaiill..ccoomm 

カカカカヨヨヨヨココココ  フフフフララララメメメメンンンンココココススススタタタタジジジジオオオオ フフフフェェェェスススステテテティィィィババババルルルル  
VVVVoooollll....9999    －－－－  ヨヨヨヨアアアアケケケケのののの時時時時  －－－－  

中中田田佳佳代代子子 
ススペペイインン・・ババルルセセロロナナ在在住住 

盛盛
岡岡
にに 

帰帰
郷郷
しし
まま
すす
！！ 



『『
キキ
レレ
キキ
レレ
・・
ダダ
ンン
スス
甲甲
子子
園園
』』
参参
加加
をを
提提
案案
しし
たた
のの
はは
、、
緑緑
丘丘
寺寺
（（
りり
ょょ
くく
きき
ゅゅ

うう
じじ
））
のの
住住
職職
だだ
っっ
たた
。。 

以以
前前
、、
ママ
リリ
ヤヤ
がが
美美
紀紀
ちち
んん
にに
「「
参参
加加
しし
よよ
うう
」」
とと
声声
をを
掛掛
けけ
てて
いい
たた
がが
、、
もも
とと
もも

とと
はは
、、
住住
職職
がが
校校
長長
先先
生生
にに
持持
ちち
かか
けけ
てて
いい
たた
。。
緑緑
丘丘
寺寺
のの
住住
職職
はは
いい
っっ
たた
いい
何何
者者
なな

んん
だだ
。。「「
住住
職職
はは
、、
そそ
んん
なな
ここ
とと
にに
まま
でで
口口
出出
しし
しし
てて
いい
たた
んん
でで
すす
かか
。。」」
友友
彦彦
のの
親親
父父

ささ
んん
がが
呆呆
れれ
たた
よよ
うう
なな
言言
いい
方方
をを
しし
たた
。。「「
ここ
のの
ああ
いい
だだ
、、『『
全全
国国
・・
緑緑
がが
丘丘
ササ
ミミ
ッッ
トト
』』

をを
提提
案案
しし
たた
ばば
かか
りり
じじ
ゃゃ
なな
いい
でで
すす
かか
。。」」
そそ
れれ
はは
、、
初初
耳耳
だだ
っっ
たた
。。
住住
職職
はは
、、
苦苦
笑笑
いい

をを
しし
てて
頭頭
をを
掻掻
いい
たた
。。「「
全全
国国
・・
緑緑
がが
丘丘
ササ
ミミ
ッッ
トト
、、
っっ
てて
何何
でで
すす
かか
？？
」」
ボボ
クク
がが
訊訊
いい

たた
。。
すす
るる
とと
住住
職職
はは
「「
すす
でで
にに
、、
全全
国国
的的
なな
組組
織織
がが
出出
来来
てて
いい
てて
、、
ここ
のの
夏夏
にに
、、
東東
京京

でで
全全
国国
大大
会会
がが
催催
ささ
れれ
るる
」」
とと
自自
慢慢
げげ
にに
語語
っっ
たた
。。「「
金金
沢沢
、、
甲甲
府府
、、
神神
戸戸
、、
大大
分分
にに
もも

『『
緑緑
がが
丘丘
』』
とと
いい
うう
地地
域域
がが
ああ
るる
。。
長長
岡岡
京京
市市
にに
もも
ああ
るる
。。
長長
岡岡
京京
とと
いい
うう
のの
はは
、、
平平

城城
京京
かか
らら
平平
安安
京京
にに
遷遷
都都
ささ
れれ
るる
まま
でで
機機
能能
しし
たた
都都
だだ
。。
ここ
ここ
にに
もも
緑緑
がが
丘丘
とと
いい
うう
名名

称称
がが
ああ
るる
のの
もも
妙妙
なな
符符
号号
だだ
がが
。。
」」『『
緑緑
がが
丘丘
』』
はは
ベベ
タタ
なな
名名
称称
だだ
もも
のの
、、
全全
国国
にに
たた
くく

ささ
んん
ああ
っっ
てて
もも
おお
かか
しし
くく
はは
なな
いい
。。
しし
かか
しし
、、
そそ
んん
なな
全全
国国
大大
会会
にに
どど
んん
なな
意意
味味
がが
ああ

るる
んん
だだ
ろろ
うう
かか
。。
暇暇
人人
のの
観観
光光
ツツ
アア
ーー
でで
もも
ああ
るる
まま
いい
にに
。。「「
そそ
んん
なな
集集
会会
にに
、、
意意
味味
がが

ああ
るる
んん
でで
すす
かか
？？
」」
ボボ
クク
はは
正正
直直
にに
、、
尋尋
ねね
たた
。。
住住
職職
がが
言言
葉葉
をを
濁濁
しし
たた
とと
ここ
ろろ
にに
、、

友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
がが
割割
っっ
てて
説説
明明
しし
たた
。。「「
街街
おお
ここ
しし
、、
とと
かか
いい
うう
やや
つつ
だだ
ろろ
うう
。。
『『
緑緑

がが
丘丘
』』
とと
いい
うう
名名
称称
のの
地地
域域
はは
全全
国国
にに
百百
かか
所所
くく
らら
いい
ああ
るる
らら
しし
いい
かか
らら
、、
ちち
ょょ
うう
どど

いい
いい
とと
いい
うう
わわ
けけ
だだ
ろろ
うう
。。」」 

「「
東東
北北
にに
もも
ああ
るる
。。」」
住住
職職
はは
、、
急急
にに
フフ
ォォ
ロロ
ーー
しし
たた
。。「「
秋秋
田田
県県
のの
酒酒
田田
とと
仙仙
台台
にに

ああ
るる
。。」」
ここ
ここ
でで
、、
住住
職職
はは
、、
話話
題題
をを
変変
ええ
たた
。。「「
ここ
のの
ああ
いい
だだ
、、
筮筮
竹竹
（（
ぜぜ
いい
ちち
くく
））

でで
占占
っっ
てて
みみ
たた
。。」」
友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
にに
向向
かか
っっ
てて
住住
職職
はは
声声
をを
高高
めめ
たた
。。 

「「
例例
のの
、、
易易
経経
（（
ええ
きき
きき
ょょ
うう
））
のの
占占
いい
でで
すす
ねね
？？
」」
友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
はは
相相
槌槌
をを

打打
っっ
てて
、、
促促
しし
てて
いい
るる
。。
易易
経経
とと
いい
うう
のの
はは
、、
陰陰
とと
陽陽
をを
六六
つつ
ずず
つつ
組組
みみ
合合
わわ
せせ
たた
六六

十十
四四
のの
卦卦
（（
けけ
））
にに
よよ
っっ
てて
、、
世世
界界
のの
変変
化化
をを
占占
うう
もも
のの
だだ
。。
ボボ
クク
はは
、、
そそ
うう
聞聞
いい
てて

いい
たた
。。「「
慎慎
重重
にに
卦卦
（（
けけ
））
をを
立立
てて
てて
みみ
たた
らら
、、『『
沢沢
火火
革革
（（
たた
くく
かか
かか
くく
））
』』
とと
出出
てて
なな

ああ
」」 

住住
職職
のの
話話
はは
ここ
うう
だだ
っっ
たた
。。 

『『
五五
年年
後後
にに
世世
界界
はは
どど
うう
なな
っっ
てて
いい
るる
かか
？？
』』
とと
占占
っっ
たた
らら
しし
いい
。。 

『『
沢沢
火火
革革
（（
たた
くく
かか
かか
くく
））』』
とと
はは
、、
万万
事事
がが
改改
まま
るる
ここ
とと
をを
意意
味味
しし
てて
いい
るる
。。
大大

きき
なな
争争
いい
がが
起起
ここ
りり
、、
世世
界界
でで
新新
旧旧
交交
代代
劇劇
がが
始始
まま
るる
。。
古古
いい
もも
のの
がが
捨捨
てて
らら
れれ
、、

新新
しし
いい
もも
のの
がが
求求
めめ
らら
れれ
るる
。。
大大
胆胆
ささ
とと 

根根
気気
強強
ささ
がが
ポポ
イイ
ンン
トト
にに
なな
るる
。。 

「「
・・
・・
・・
そそ
うう
でで
しし
たた
かか
。。」」
友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
はは
、、
真真
剣剣
にに
聞聞
いい
てて
いい
たた
。。
だだ
がが
、、

一一
介介
のの
住住
職職
がが
そそ
んん
なな
占占
いい
をを
しし
てて
、、
何何
にに
関関
係係
すす
るる
のの
だだ
。。
ボボ
クク
はは
思思
うう
。。 

一一
庶庶
民民
がが
世世
界界
のの
動動
きき
をを
占占
っっ
てて
、、
一一
体体
、、
何何
にに
なな
るる
んん
だだ
。。「「
公公
人人
でで
もも
なな
いい
人人

がが
、、
公公
的的
なな
ここ
とと
をを
占占
っっ
てて
、、
当当
たた
るる
んん
でで
すす
かか
？？
」」
ボボ
クク
はは
恐恐
るる
恐恐
るる
口口
にに
しし
たた
。。 

すす
るる
とと
、、
住住
職職
はは
、、
やや
ささ
しし
いい
顔顔
でで
反反
応応
しし
たた
。。「「
世世
界界
のの
動動
きき
をを
、、
私私
人人
がが
占占
うう

ここ
とと
はは
いい
かか
んん
のの
かか
ねね
？？
」」 

「「
公公
的的
なな
ここ
とと
はは
、、
公公
的的
なな
人人
がが
占占
うう
のの
かか
とと
思思
いい
まま
しし
たた
」」
ボボ
クク
はは
正正
直直
にに
言言

っっ
たた
。。 

「「
占占
いい
とと
いい
うう
のの
はは
、、
自自
分分
がが
心心
かか
らら
気気
にに
なな
るる
事事
をを
、、
神神
様様
にに
尋尋
ねね
るる
ここ
とと
だだ
。。

だだ
かか
らら
、、
公公
的的
なな
事事
でで
もも
私私
的的
なな
事事
でで
もも
、、
自自
分分
がが
心心
かか
らら
気気
にに
なな
るる
ここ
とと
はは
、、
占占

いい
のの
神神
様様
はは
教教
ええ
てて
くく
れれ
るる
んん
だだ
よよ
。。」」
住住
職職
のの
言言
葉葉
にに
、、
ボボ
クク
はは
驚驚
いい
たた
。。 

「「
そそ
れれ
じじ
ゃゃ
ああ
住住
職職
はは
、、
五五
年年
後後
のの
世世
界界
のの
行行
方方
がが
気気
にに
なな
っっ
たた
、、
とと
いい
うう
ここ
とと

でで
すす
かか
？？
」」
友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
のの
ほほ
うう
がが
真真
っっ
当当
なな
疑疑
問問
をを
ぶぶ
つつ
けけ
たた
。。
とと
ここ
ろろ
がが
、、

住住
職職
はは
、、
笑笑
っっ
てて
ばば
かか
りり
でで
、、
いい
なな
すす
よよ
うう
なな
態態
度度
だだ
。。
そそ
れれ
以以
上上
聴聴
くく
のの
をを
諦諦
めめ

てて
かか
、、
友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
はは
、、「「
とと
ここ
ろろ
でで
」」
とと
ボボ
クク
のの
顔顔
をを
シシ
ゲゲ
シシ
ゲゲ
とと
見見
つつ
めめ
たた
。。

本本
題題
にに
入入
るる
のの
かか
。。「「
・・
・・
・・
ここ
のの
子子
をを
、、
預預
かか
っっ
てて
くく
れれ
なな
いい
かか
？？
」」
友友
彦彦
のの
親親
父父

ささ
んん
がが
言言
っっ
たた
。。
そそ
うう
かか
、、
友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
はは
、、
そそ
のの
たた
めめ
にに
ボボ
クク
をを
ここ
ここ
にに
連連

れれ
てて
来来
たた
のの
かか
。。「「
いい
いい
よよ
。。
遠遠
縁縁
のの
子子
だだ
しし
。。」」
住住
職職
はは
軽軽
くく
返返
答答
しし
たた
。。 

そそ
しし
てて
ボボ
クク
はは
、、
そそ
のの
日日
のの
夜夜
かか
らら
、、
緑緑
丘丘
寺寺
でで
生生
活活
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
っっ
たた
・・
・・
・・
。。 

そそ
のの
夜夜
、、
緑緑
丘丘
寺寺
のの
居居
間間
のの
よよ
うう
なな
部部
屋屋
でで
テテ
レレ
ビビ
をを
見見
てて
いい
るる
とと
テテ
ロロ
ッッ
ププ
がが

流流
れれ
たた
。。 

『『
家家
一一
軒軒
のの
大大
きき
ささ
のの
小小
惑惑
星星
がが
、、
地地
球球
にに
異異
常常
接接
近近
』』
とと
ああ
っっ
たた
。。 

すす
るる
とと
、、
住住
職職
がが
隣隣
のの
部部
屋屋
かか
らら
やや
っっ
てて
来来
てて
、、
寂寂
しし
げげ
なな
顔顔
でで
言言
っっ
たた
。。「「
地地
球球

かか
らら
月月
まま
でで
のの
五五
分分
のの
一一
のの
距距
離離
まま
でで
、、
そそ
のの
小小
惑惑
星星
はは
接接
近近
すす
るる
らら
しし
いい
ねね
ええ
。。
」」 

何何
事事
にに
もも
涼涼
しし
げげ
なな
、、
住住
職職
のの
目目
がが
ボボ
クク
はは
気気
にに
なな
っっ
たた
。。 

  

介介
護護
施施
設設
でで
看看
護護
師師
のの
役役
割割
はは
？？
気気
にに
なな
っっ
てて
いい
るる
皆皆

様様
もも
いい
るる
のの
でで
はは
なな
いい
でで
すす
かか
。。 

同同
じじ
介介
護護
施施
設設
でで
もも
、、
看看
護護
師師
のの
役役
割割
はは
種種
類類
にに
よよ
りり
大大

きき
くく
違違
いい
まま
すす
。。
老老
健健((

老老
人人
保保
健健
施施
設設))

はは
、、
医医
師師
がが
常常
勤勤
、、

看看
護護
師師
もも
2244
時時
間間
体体
制制
のの
医医
療療
施施
設設
でで
すす
。。 

一一
方方
、、
私私
たた
ちち
特特
養養
はは
、、
日日
常常
的的
なな
医医
療療
行行
為為
がが
必必
要要
なな

いい
方方
のの
生生
活活
支支
援援
のの
施施
設設
でで
医医
師師
はは
非非
常常
勤勤
、、
看看
護護
師師
はは
主主

なな
業業
務務
がが
健健
康康
管管
理理
でで
夜夜
間間
はは
不不
在在
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

１１
日日
のの
看看
護護
業業
務務
はは
、、
ババ
イイ
タタ
ルル
チチ
ェェ
ツツ
クク
、、
服服
薬薬
管管
理理
、、

各各
種種
処処
置置
、、
経経
管管
栄栄
養養
なな
どど
でで
すす
。。
平平
均均
年年
齢齢
8888
歳歳
以以
上上
のの

入入
居居
者者
のの
ほほ
ぼぼ
全全
員員
がが
疾疾
病病
をを
持持
っっ
てて
おお
りり
、、
施施
設設
内内
巡巡
回回

でで
のの
会会
話話
をを
通通
しし
、、
入入
居居
者者
のの
健健
康康
状状
態態
のの
変変
化化
をを
感感
じじ
取取

るる
ここ
とと
もも
重重
要要
なな
役役
割割
でで
すす
。。
主主
にに
接接
すす
るる
介介
護護
職職
員員
とと
連連

携携
しし
、、
体体
調調
変変
化化
をを
事事
前前
にに
把把
握握
、、
対対
応応
しし
てて
いい
きき
まま
すす
。。 

特特
養養
看看
護護
師師
のの
もも
うう
一一
つつ
重重
要要
なな
業業
務務
がが
、、
看看
取取
りり
ケケ
アア

のの
ササ
ポポ
ーー
トト
でで
すす
。。 

そそ
のの
人人
らら
しし
いい
生生
きき
方方
をを
尊尊
重重
すす
るる
為為
にに
、、
当当
施施
設設
でで
はは

積積
極極
的的
にに
看看
取取
りり
ケケ
アア
をを
実実
践践
。。 

毎毎
年年
3300
名名
程程
のの
方方
がが
看看
取取
りり
ケケ
アア
にに
基基
づづ
きき
施施
設設
内内
でで

最最
期期
をを
迎迎
ええ
まま
すす
。。 

家家
族族
とと
連連
携携
しし
、、
最最
期期
まま
でで
そそ
のの
人人
らら
しし
いい
ケケ
アア
をを
ササ
ポポ

ーー
トト
しし
まま
すす
。。
状状
態態
のの
的的
確確
なな
把把
握握
、、
痛痛
みみ
なな
どど
をを
和和
らら
げげ

るる
処処
置置
なな
どど
もも
重重
要要
なな
業業
務務
でで
すす
。。 

特特
養養
のの
看看
護護
師師
はは
、、
ここ
れれ
まま
でで
急急
性性
期期
をを
はは
じじ
めめ
、、
治治

療療
・・
延延
命命
がが
最最
優優
先先
のの
医医
療療
現現
場場
歴歴
がが
長長
いい
ベベ
テテ
ララ
ンン
のの
方方

がが
多多
いい
でで
すす
。。 

最最
初初
、、
ゆゆ
っっ
くく
りり
流流
れれ
るる
特特
養養
でで
のの
時時
間間
のの
感感
覚覚
にに
戸戸
惑惑

うう
方方
もも
多多
いい
よよ
うう
でで
すす
。。 

夜夜
間間
のの
急急
変変
もも
稀稀
にに
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
入入
居居
者者
一一
人人
一一
人人
とと

じじ
っっ
くく
りり
関関
りり
、、
ゆゆ
っっ
たた
りり
流流
れれ
るる
時時
間間
のの
中中
でで
最最
期期
のの
瞬瞬

間間
にに
もも
立立
ちち
会会
いい
まま
すす
。。 

今今
、、
いい
ずず
れれ
のの
介介
護護
施施
設設
でで
もも
、、
看看
護護
師師
がが
集集
まま
らら
ずず
困困

っっ
てて
いい
まま
すす
。。
興興
味味
がが
ああ
るる
方方
はは
、、
是是
非非
、、
介介
護護
施施
設設
のの
見見

学学
・・
体体
験験
しし
てて
みみ
てて
下下
ささ
いい
。。 

（（ 

特特
養養
「「
なな
のの
りり
のの
杜杜
」」
総総
看看
護護
師師
長長 

熊熊
谷谷
智智
子子 

）） 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （６）

伊伊
い

古古兄兄
こあに

ロロタタ

第第 2288 話話 五五年年後後のの世世界界をを占占うう
「緑が丘学園高校」の高梨真人を主人公にした

青春ミステリー小説です。全４８話です。

次作「が丘レディ」（全 107 話）が「盛岡タイムス」紙で木曜日に連載されています。今年で完結だとか。

がが丘丘ボボーーイイ読読みみ切切りり連連作作小小説説

今今
月月
のの
オオ
スス
スス
メメ
本本 

青青
森森
でで
「「
おお
やや
ささ
いい
クク
レレ
ヨヨ
ンン
」」
をを
作作

っっ
てて
いい
るる
木木
村村
尚尚
子子
ささ
んん
のの
ここ
とと
がが
出出
てて

きき
まま
すす
。。
シシ
ンン
ググ
ルル
ママ
ザザ
ーー
でで
貧貧
困困
生生
活活

をを
送送
っっ
てて
いい
たた
がが
、、
ああ
るる
とと
きき
、、「「
廃廃
棄棄
野野

菜菜
のの
クク
レレ
ヨヨ
ンン
」」
をを
製製
造造
しし
二二
千千
円円
すす
るる

商商
品品
がが
1155
万万
セセ
ッッ
トト
もも
売売
れれ
たた
らら
しし
いい
。。 

そそ
のの
ほほ
かか
、、
動動
物物
のの
義義
肢肢
装装
具具
をを
日日
本本

でで
初初
めめ
てて
作作
っっ
たた
男男
性性
。。
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
ググ
ララ

イイ
ンン
ダダ
ーー
にに
革革
命命
をを
もも
たた
らら
しし
たた
元元
アア
ッッ

ププ
ルル
社社
員員
。。
世世
界界
中中
のの
トト
ララ
ンン
ぺぺ
ッッ
タタ
ーー

にに
愛愛
ささ
れれ
るる
ママ
ウウ
スス
ピピ
ーー
スス
職職
人人
。。
中中
年年

にに
なな
っっ
てて
かか
らら
一一
台台
三三
百百
万万
円円
以以
上上
もも
すす

るる
「「
かか
きき
氷氷
ママ
シシ
ンン
」」
をを
開開
発発
しし
たた
人人
。。

なな
どど
がが
登登
場場
しし
まま
すす
。。 

皆皆
ささ
んん
、、
「「
事事
業業
をを
大大
きき
くく
すす
るる
」」
とと

いい
うう
考考
ええ
はは
無無
いい
よよ
うう
でで
、、
自自
らら
のの
「「
使使

命命
感感
」」
にに
突突
きき
動動
かか
ささ
れれ
てて
突突
きき
進進
んん
でで

いい
るる
印印
象象
でで
すす
。。
仕仕
事事
とと
しし
てて
生生
活活
出出
来来

るる
くく
らら
いい
のの
収収
入入
にに
なな
らら
なな
けけ
れれ
ばば
、、
ここ

れれ
らら
のの
「「
成成
功功
」」
はは
有有
りり
得得
なな
かか
っっ
たた
とと

思思
うう
もも
のの
のの
、、
どど
のの
方方
もも
「「
売売
れれ
るる
かか
らら
」」

とと
いい
うう
よよ
りり
、、
そそ
れれ
をを
喜喜
ばば
れれ
るる
人人
々々
にに

届届
けけ
てて
ああ
げげ
たた
いい
とと
いい
うう
「「
使使
命命
感感
」」
のの

よよ
うう
なな
もも
のの
がが
先先
立立
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

読読
みみ
物物
とと
しし
てて
ワワ
クク
ワワ
クク
しし
てて
きき
まま

すす
。。
途途
中中
でで
涙涙
ぐぐ
んん
でで
しし
まま
うう
ここ
とと
もも
ああ

りり
まま
すす
（（
泣泣
））。。 

川川内内イイオオささんんののププロロフフィィーールル 
11997799 年年、、千千葉葉生生ままれれ。。22000022 年年、、新新卒卒でで広広告告代代理理店店にに就就職職すするるもも

99 ヶヶ月月でで退退職職しし、、0033 年年よよりりフフリリーーラライイタターーにに。。0066 年年、、ババルルセセロロナナ
にに移移住住しし、、ササッッカカーーをを取取材材すするる。。1100 年年にに帰帰国国後後、、22 誌誌のの編編集集部部をを
経経てて再再びびフフリリーーラランンススにに。。著著書書にに『『農農業業新新時時代代～～ネネククスストト・・フファァ
ーーママーーズズのの挑挑戦戦』』ななどどががああるる。。 

ウウ
ルル
トト
ララ
ニニ
ッッ
チチ 

著著
者者 

川川
内内 

イイ
オオ 

小小
ささ
なな
発発
見見
かか
らら
始始
まま
るる
モモ
ノノ
づづ
くく
りり
のの
ヒヒ
ンン
トト 

発発売売 22002211 年年 1100 月月 
価価格格 11,,776600 円円 

KKiinnddllee ((DDiiggiittaall)) 11,,558844 円円 

「「
ニニ
ーー
ズズ
がが
ああ
るる
」」
とと
かか
言言
うう
以以
前前
にに
、、
需需
要要
にに

先先
立立
つつ
「「
発発
見見
」」
にに
突突
きき
動動
かか
ささ
れれ
たた
人人
々々
のの
軌軌
跡跡
、、

そそ
れれ
をを
モモ
クク
モモ
クク
とと
綴綴
っっ
たた
本本
でで
すす
。。 

誰誰
もも
考考
ええ
なな
かか
っっ
たた
「「
発発
見見
」」、、
そそ
ここ
にに
はは
「「
スス
トト

ーー
リリ
ーー
」」
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

人人
生生
のの
どど
ここ
かか
でで
「「
気気
づづ
きき
」」
がが
得得
らら
れれ
るる
かか
、、

そそ
しし
てて
、、
そそ
のの
目目
標標
にに
ノノ
メメ
リリ
込込
めめ
るる
かか
どど
うう
かか
、、

そそ
のの
大大
切切
ささ
をを
教教
ええ
てて
くく
れれ
るる
書書
籍籍
でで
すす
。。 

第第３３話話 ゆゆっったたりり流流れれるる時時間間とと共共にに（（特特養養のの看看護護師師）） 

高齢化社会と言われて久しい。福祉の取り組み

も進んでいます。上米内で運営されている特別

養護老人ホーム「なのりの杜」のスタッフさん

に、日々の想いを綴ってもらいます。（編集室）。
連載 介介護護のの話話

              
他他ににもも、、黒黒石石野野方方面面行行ききのの路路線線がが。。 
hhttttppss::////wwwwww..iiwwaattee..ccoooopp//sshhoopp//bbuuss// 

「「おお買買いい物物ババスス」」運運行行表表 「「配配達達ササーービビスス」」（（無無料料））ががあありりまますす！！

ベベルルフフままつつぞぞのの 
電電話話 ６６６６２２－－５５１１５５２２ 
午午前前９９時時～～午午後後１１００時時 

「「
（（
株株
））
ララ
イイ
フフ
ココ
ネネ
クク
トト
」」
、、
社社
名名
のの

由由
来来
はは
「「
生生
活活
をを
繋繋
ぐぐ
」」
。。
皆皆
様様
がが
安安
心心

しし
てて
生生
活活
をを
快快
適適
にに
暮暮
らら
せせ
るる
よよ
うう
、、

住住
まま
いい
探探
しし
、、
家家
のの
リリ
フフ
ォォ
ーー
ムム
をを
ササ

ポポ
ーー
トト
。。 

まま
たた
「「
命命
をを
繋繋
ぐぐ
」」
とと
いい
うう
意意
味味
合合

いい
もも
ああ
りり
、、
アア
ルル
ミミ
缶缶
、、
本本
、、
雑雑
誌誌
、、

段段
ボボ
ーー
ルル
（（
発発
泡泡
スス
チチ
ロロ
ーー
ルル
付付
・・
不不

可可
））
をを
2244
時時
間間
３３
６６
５５
日日
回回
収収
しし
てて
いい

まま
すす
。。 ここ

れれ
らら
をを
繰繰
りり
返返
しし
使使
うう
ここ
とと
でで
、、

資資
源源
のの
有有
効効
利利
用用
もも
でで
きき
、、
廃廃
棄棄
物物
減減

量量
化化
にに
貢貢
献献
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

ささ
らら
にに
、、
資資
源源
回回
収収
でで
得得
たた
売売
上上
金金

のの
一一
部部
はは
、、
世世
界界
のの
子子
供供
たた
ちち
をを
支支
援援

すす
るる
機機
関関
にに
寄寄
付付
しし
てて
いい
きき
たた
いい
とと

思思
いい
まま
すす
。。
盛盛
岡岡
市市
内内
でで
はは
、、
加加
賀賀
野野

とと
三三
ツツ
割割
でで
「「
もも
りり
のの
資資
源源
集集
積積
所所
」」

とと
しし
てて
リリ
ニニ
ュュ
ーー
アア
ルル
。。 

皆皆
ささ
んん
もも
ぜぜ
ひひ
、、
ゴゴ
ミミ
とと
せせ
ずず
にに
資資

源源
をを
持持
ちち
込込
んん
でで
ＳＳ
ＤＤ
ＧＧ
SS
のの
活活
動動

にに
参参
加加
しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
？？ 

※※ 

回回
収収
資資
源源
以以
外外
のの
もも
のの
はは
不不

法法
投投
棄棄
とと
なな
りり
まま
すす
のの
でで
、、
ごご
遠遠
慮慮
願願

いい
まま
すす
。。 

● おお問問合合せせ 

TTEELL ００１１９９（（６６８８１１））１１７７１１７７ 

（（
株株
））
ララ
イイ
フフ
ココ
ネネ
クク
トト 

TTEELL
００
１１
９９
（（
６６
８８
１１
））
１１
７７
１１
７７ 
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第第 2277 話話  ママママイイイイナナナナンンンンババババーーーーカカカカーーーードドドドをををを活活活活用用用用ししししてててて 
ママイイナナポポイインントトをを貰貰おおうう！！ 

 

2 2
1 1 5 1 1

1
3
5
1
3

第第 1133 回回 

ももうう一一つつのの「「エエンンデディィンンググノノーートト」」 

連連
載載 

葬祭事業で地域貢献している

駒木葬祭さんにお願いして「終

活のススメ」のエッセーを連載

します。（編集室）

還還か
え

るる
前前
のの

「「「「
終終終終
活活活活
」」」」  

終終
活活
エエ
ッッ
セセ
ーー 

今どきの教育事情について「能開センター緑が丘校」の佐藤先生と
「個別指導 Axis 緑が丘校」の水野先生に綴っていただきます。（編集室）

第第 1155 回回 

昨昨今今のの入入試試問問題題のの傾傾向向

今今
どど
きき
のの

「「「「
学学学学
びびびび
」」」」

教教
育育
エエ
ッッ
セセ
ーー 

抽抽選選でで、、１１名名様様にに！！ 

「「フファァミミママ西西松松園園店店」」（（西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５））ささんんにに、、 

受受けけ取取りりにに行行けけるる方方ののみみ、、ごご応応募募くくだだささいい。。 
ククイイズズｄｄｅｅププレレゼゼンントト 

ハハガガキキにに、、〒〒、、住住所所、、氏氏名名、、電電話話番番号号をを明明記記のの上上、、「「ククイイズズのの答答ええ・・・・・・・・」」とと記記載載。。 

葉葉書書ののみみででのの応応募募。。締締めめ切切りり、、令令和和 44 年年 99 月月 55 日日（（当当日日消消印印有有効効））。。 

当当選選品品引引換換券券のの発発送送をを持持っってて発発表表ににかかええまますす。。個個人人情情報報はは用用途途以以外外にに使使用用いいたたししまませせんん。。  

応応募募先先 〒〒002200--00661111 滝滝沢沢市市巣巣子子 220088 番番地地 3311  ＮＮＰＰＯＯ法法人人 いいわわてて地地域域活活性性化化フフォォーーララムム 

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」編編集集室室 宛宛てて 

ここれれ、、何何ででししょょうう？？ 

前前号号のの正正解解はは 

「「固固定定電電話話のの受受話話器器」」

ででししたた。。 

（（ヒヒンントト））重重宝宝ししてていいまますす。。 

最最
近近
のの
「「
エエ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
ノノ
ーー
トト
」」
はは
、、
デデ

ジジ
タタ
ルル
にに
もも
普普
及及
がが
進進
んん
でで
いい
るる
よよ
うう
でで
すす
。。 

携携
帯帯
電電
話話
のの
アア
ププ
リリ
やや
イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
、、

葬葬
儀儀
社社
にに
よよ
っっ
てて
はは
「「
エエ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
ババ
ンン
クク
」」

とと
いい
っっ
たた
もも
のの
がが
ああ
るる
とと
ここ
ろろ
もも
ああ
りり
まま
しし

たた
。。
紙紙
にに
書書
くく
「「
エエ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
ノノ
ーー
トト
」」
にに

想想
いい
をを
書書
いい
てて
おお
くく
のの
もも
いい
いい
でで
すす
がが
、、
一一
度度

デデ
ジジ
タタ
ルル
版版
のの
「「
エエ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
ノノ
ーー
トト
」」
にに

挑挑
戦戦
しし
てて
みみ
よよ
うう
とと
思思
いい
、、
携携
帯帯
電電
話話
のの
無無
料料

アア
ププ
リリ
をを
数数
個個
ダダ
ウウ
ンン
ロロ
ーー
ドド
しし
てて
みみ
まま
しし

たた
。。
有有
料料
のの
アア
ププ
リリ
もも
ああ
るる
よよ
うう
でで
すす
。。 

アア
ププ
リリ
にに
よよ
っっ
てて
違違
いい
がが
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
ここ

ちち
らら
もも
、、
項項
目目
はは
紙紙
にに
書書
くく
物物
とと
同同
じじ
でで
自自
分分

のの
事事
、、
家家
族族
のの
事事
、、
親親
しし
いい
方方
へへ
のの
想想
いい
等等
をを

入入
力力
しし
てて
いい
きき
まま
すす
。。
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
項項
目目
ごご
とと

にに
詳詳
しし
くく
説説
明明
がが
ああ
るる
もも
のの
もも
ああ
りり
、、
葬葬
儀儀
のの

事事
やや
相相
続続
のの
事事
なな
どど
分分
かか
りり
やや
すす
くく
なな
っっ
てて
いい

るる
もも
のの
もも
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
中中
にに
はは
回回
答答
をを
選選
べべ

るる
もも
のの
もも
ああ
りり
、、
ここ
れれ
なな
らら
、、
なな
かか
なな
かか
「「
エエ

ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
ノノ
ーー
トト
」」
をを
始始
めめ
らら
れれ
なな
いい
方方
もも

入入
っっ
てて
いい
きき
やや
すす
いい
とと
感感
じじ
まま
しし
たた
。。 

ペペ
ッッ
トト
をを
飼飼
っっ
てて
いい
なな
いい
私私
はは
詳詳
しし
くく
なな
かか

っっ
たた
のの
でで
すす
がが
、、
ペペ
ッッ
トト
のの
ここ
とと
にに
つつ
いい
てて
もも

入入
力力
すす
るる
箇箇
所所
がが
ああ
りり
、、
ペペ
ッッ
トト
のの
かか
かか
りり
つつ

けけ
医医
やや
病病
歴歴
やや
予予
防防
接接
種種
のの
事事
なな
どど
をを
入入
力力
すす

るる
欄欄
もも
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
ペペ
ッッ
トト
もも
家家
族族
のの
一一
員員

でで
すす
かか
らら
大大
切切
なな
ここ
とと
でで
すす
よよ
ねね
。。 

他他
にに
もも
、、
保保
険険
のの
事事
やや
銀銀
行行
口口
座座
のの
事事
なな
どど

もも
入入
力力
すす
るる
欄欄
もも
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
おお
金金
のの
事事
はは

普普
段段
ああ
まま
りり
人人
にに
見見
らら
れれ
たた
くく
なな
いい
事事
もも
多多
いい

のの
でで
紙紙
にに
書書
いい
てて
おお
くく
よよ
りり
はは
いい
いい
のの
かか
もも
しし

れれ
まま
せせ
んん
。。 

思思
ええ
ばば
紙紙
にに
書書
くく
「「
エエ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
ノノ
ーー
トト
」」

でで
はは
どど
ここ
にに
置置
いい
たた
かか
忘忘
れれ
たた
りり
書書
きき
直直
しし
がが

面面
倒倒
にに
感感
じじ
たた
りり
しし
まま
すす
。。
パパ
ソソ
ココ
ンン
やや
携携
帯帯

電電
話話
のの
アア
ププ
リリ
をを
手手
軽軽
にに
残残
しし
てて
おお
くく
のの
もも
有有

りり
かか
なな
とと
思思
いい
まま
すす
。。
携携
帯帯
電電
話話
はは
普普
段段
はは
自自

分分
でで
持持
っっ
てて
いい
まま
すす
しし
、、
思思
っっ
たた
時時
にに
直直
ぐぐ
にに

入入
力力
出出
来来
まま
すす
。。 

そそ
れれ
にに
、、
携携
帯帯
電電
話話
にに
パパ
スス
ワワ
ーー
ドド
をを
入入
れれ

てて
他他
のの
人人
にに
はは
見見
らら
れれ
なな
いい
よよ
うう
にに
すす
るる
事事
もも

出出
来来
まま
すす
しし
、、
アア
ププ
リリ
だだ
けけ
パパ
スス
ワワ
ーー
ドド
をを
入入

れれ
てて
おお
くく
ここ
とと
もも
出出
来来
るる
のの
でで
、、
他他
のの
人人
にに
簡簡

単単
にに
見見
らら
れれ
るる
事事
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

注注
意意
しし
たた
いい
事事
はは
、、
パパ
スス
ワワ
ーー
ドド
をを
忘忘
れれ
なな

いい
事事
とと
機機
種種
変変
更更
をを
しし
たた
時時
にに
更更
新新
をを
忘忘
れれ
なな

いい
事事
でで
すす
ねね
。。 

紙紙
にに
書書
くく
「「
エエ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
ノノ
ーー
トト
」」
よよ
りり

もも
気気
軽軽
にに
始始
めめ
らら
れれ
るる
よよ
うう
にに
思思
いい
まま
すす
。。
おお

試試
しし
でで
始始
めめ
てて
みみ
てて
はは
いい
かか
がが
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

 
 

（（
終終
活活
アア
ドド
ババ
イイ
ザザ
ーー
・・
馬馬
場場
ミミ
ツツ
子子
）） 

毎毎
年年
、、
高高
校校
入入
試試
当当
日日
のの
夕夕
方方
にに
ＩＩ
ＢＢ
ＣＣ
でで

放放
送送
ささ
れれ
るる
『『
岩岩
手手
県県
公公
立立
高高
校校
入入
試試
正正
答答
速速

報報
』』
とと
いい
うう
番番
組組
をを
ごご
存存
知知
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

ああ
まま
りり
知知
らら
れれ
てて
いい
まま
せせ
んん
がが
、、
実実
はは
番番
組組

内内
でで
入入
試試
問問
題題
のの
解解
説説
をを
『『
能能
開開
セセ
ンン
タタ
ーー
』』

とと
『『
個個
別別
指指
導導
アア
クク
シシ
スス
』』
のの
講講
師師
陣陣
がが
担担
当当

しし
てて
いい
まま
すす
。。 

今今
回回
はは
、、
そそ
のの
講講
師師
陣陣
がが
分分
析析
しし
まま
しし
たた
昨昨

今今
のの
入入
試試
問問
題題
のの
傾傾
向向
とと
、、
そそ
れれ
をを
踏踏
まま
ええ
たた

今今
後後
のの
公公
立立
高高
校校
入入
試試
のの
対対
策策
をを
ごご
紹紹
介介
しし

まま
すす
。。
（（
スス
ペペ
ーー
スス
のの
都都
合合
でで
ざざ
っっ
くく
りり
とと
しし

たた
内内
容容
なな
るる
ここ
とと
をを
ごご
了了
承承
くく
だだ
ささ
いい
。。）） 

【【
国国
語語
】】
極極
端端
にに
難難
度度
のの
高高
いい
問問
題題
はは
見見
らら

れれ
まま
せせ
んん
がが
、、
記記
述述
問問
題題
がが
増増
加加
しし
、、
ここ
ここ
でで

のの
得得
点点
がが
合合
否否
のの
分分
岐岐
とと
なな
りり
まま
すす
。。 

漢漢
字字
なな
どど
のの
語語
彙彙
やや
、、
古古
文文
・・
詩詩
歌歌
にに
つつ
いい

てて
もも
知知
識識
をを
入入
れれ
るる
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、「「
使使
ええ
るる
」」

とと
ここ
ろろ
まま
でで
理理
解解
をを
深深
めめ
まま
しし
ょょ
うう
。。 

教教
科科
書書
後後
半半
のの
「「
付付
録録
」」
やや
「「
資資
料料
」」
のの
ペペ

ーー
ジジ
のの
活活
用用
がが
効効
果果
的的
でで
すす
。。
教教
科科
書書
はは
最最
良良

のの
教教
材材
でで
すす
。。 

【【
数数
学学
】】
前前
半半
はは
例例
年年
通通
りり
のの
典典
型型
的的
なな
問問

題題
がが
多多
くく
見見
らら
れれ
まま
すす
。。
ここ
ここ
をを
素素
早早
くく
、、
正正

確確
にに
解解
くく
たた
めめ
のの
基基
礎礎
力力
をを
大大
切切
にに
しし
まま
しし

ょょ
うう
。。
後後
半半
かか
らら
はは
日日
常常
生生
活活
のの
現現
象象
とと
絡絡
めめ

たた
出出
題題
がが
多多
くく
、、
問問
題題
文文
がが
長長
くく
なな
りり
がが
ちち
でで

すす
。。
とと
はは
言言
ええ
、、
問問
わわ
れれ
てて
いい
るる
のの
はは
関関
数数
・・

図図
形形
・・
確確
率率
のの
基基
礎礎
のの
理理
解解
でで
すす
。。 

まま
ずず
はは
教教
科科
書書
でで
基基
本本
的的
なな
解解
法法
をを
押押
ささ

ええ
まま
しし
ょょ
うう
。。 

【【
社社
会会
】】『『
地地
理理
』』
はは
基基
本本
的的
なな
知知
識識
はは
もも

ちち
ろろ
んん
のの
ここ
とと
、、
ほほ
とと
んん
どど
がが
資資
料料
やや
統統
計計

をを
用用
いい
たた
問問
題題
でで
すす
。。
用用
語語
のの
暗暗
記記
だだ
けけ
でで

はは
対対
応応
でで
きき
なな
いい
のの
でで
、、
教教
科科
書書
のの
図図
表表
やや

資資
料料
をを
しし
っっ
かか
りり
確確
認認
しし
てて
おお
きき
まま
しし
ょょ

うう
。。『『
歴歴
史史
』』
はは
基基
本本
的的
なな
問問
題題
もも
ああ
りり
まま
すす

がが
、、
各各
時時
代代
のの
「「
政政
治治
・・
経経
済済
・・
外外
交交
・・
文文

化化
」」
をを
しし
っっ
かか
りり
まま
とと
めめ
てて
おお
くく
ここ
とと
がが
重重

要要
でで
すす
。。『『
公公
民民
』』
のの
出出
題題
はは
全全
体体
のの
２２
割割
程程

度度
でで
、、
基基
本本
的的
なな
用用
語語
やや
基基
礎礎
知知
識識
をを
問問
うう

もも
のの
がが
ほほ
とと
んん
どど
でで
すす
がが
、、
用用
語語
のの
暗暗
記記
でで

終終
わわ
らら
せせ
ずず
、、
用用
語語
をを
説説
明明
でで
きき
るる
よよ
うう
にに

取取
りり
組組
みみ
まま
しし
ょょ
うう
。。 

【【
英英
語語
】】
単単
純純
にに
知知
識識
をを
問問
うう
問問
題題
がが
減減

りり
、、
回回
答答
のの
自自
由由
度度
がが
増増
しし
たた
分分
、、
難難
度度
がが

上上
がが
っっ
てて
きき
てて
いい
まま
すす
。。 

しし
かか
しし
、、
例例
年年
通通
りり
中中
１１
・・
中中
２２
のの
範範
囲囲

のの
文文
法法
・・
単単
語語
をを
問問
うう
問問
題題
がが
７７
割割
をを
占占
めめ

るる
のの
でで
、、
早早
いい
段段
階階
でで
基基
礎礎
力力
のの
定定
着着
をを
図図

りり
、、
そそ
のの
後後
にに
入入
試試
問問
題題
をを
用用
いい
たた
実実
践践
的的

なな
対対
策策
にに
時時
間間
をを
かか
けけ
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。 

【【
理理
科科
】】
全全
分分
野野
かか
らら
ババ
ララ
ンン
スス
よよ
くく
出出

題題
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
まま
ずず
はは
教教
科科
書書
でで
用用
語語

やや
現現
象象
をを
確確
認認
しし
、、
授授
業業
でで
のの
実実
験験
をを
振振
りり

返返
っっ
てて
おお
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。 

公公
式式
はは
単単
にに
覚覚
ええ
るる
のの
でで
はは
なな
くく
、、
使使
いい

ここ
なな
せせ
るる
まま
でで
練練
習習
をを
。。
そそ
のの
上上
でで
、、
岩岩
手手

県県
のの
入入
試試
問問
題題
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
他他
県県
のの
入入
試試

問問
題題
にに
もも
触触
れれ
、、
応応
用用
問問
題題
にに
もも
対対
応応
でで
きき

るる
よよ
うう
実実
践践
的的
にに
取取
りり
組組
みみ
まま
しし
ょょ
うう
。。 

公公
立立
高高
校校
入入
試試
まま
でで
残残
りり
半半
年年
とと
少少
しし
。。 

焦焦
らら
ずず
、、
一一
つつ
一一
つつ
着着
実実
にに
取取
りり
組組
んん
でで

いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
！！ 

頑頑
張張
ろろ
うう
、、
受受
験験
生生
！！ 

（（
水水
野野
健健
太太
先先
生生
）） 

ププレレゼゼンントト品品 

ＱＱＵＵＯＯカカーードド 

（（千千円円分分））  

ここんんににちちはは、、YYEESS パパソソココンン学学院院のの江江見見でですす！！ 

66 月月 3300 日日よよりりママイイナナンンババーーカカーードドにに保保険険証証とと

公公金金受受取取口口座座のの申申請請ををすするる事事でで 1155,,000000 ポポイインントト

ががももららええるるよよううににななりりままししたた。。 

そそししてて、、カカーードドをを取取得得ししてていいなないい方方へへはは新新規規取取

得得でで最最大大 55000000 ポポイインントトががももららええるるののでで、、そそれれもも

合合わわせせるるとと最最大大 2200,,000000 ポポイインントトががももららええまますす！！ 

ここのの貰貰っったたポポイインントトでですすがが、、WWAAOONN やや PPaayyPPaayy なな

どどにに付付与与すするる事事がが出出来来まますす。。 

とといいううよよりり、、付付与与ししなないいととままととももにに使使ええなないいかか

とと思思いいまますす。。 

登登録録申申請請ににはは、、ススママホホややイインンタターーネネッットトののススキキ

ルルもも必必要要ななののでで、、一一歩歩踏踏みみ出出すすののにに躊躊躇躇すするる方方もも

いいるるかかももししれれまませせんんがが、、今今後後、、国国策策でで、、ネネッットトがが

主主流流のの世世のの中中ににななっっててくくるるこことともも考考ええらられれるるのの

ででここのの機機ににチチャャレレンンジジししててみみててもも良良いいかかももししれれ

まませせんんねね！！ 

江江見見

え み

 真真 一一

まさかず

先先生生 

パパソソココン 人に聞けない 話題題 ン 人に聞けない 話連載

（７）

予予めめ準準備備ししてておおくく物物 
・・ママイイナナンンババーーカカーードド（（発発効効前前のの人人はは通通知知カカーードド）） 

・・公公金金受受取取用用口口座座にに申申請請すするる通通帳帳 

・・次次ののアアププリリををイインンスストトーールルししてておおききまますす 

１１．．ママイイナナンンババーーカカーードドのの発発行行申申請請ををししままししょょうう。。ススママホホややパパソソココンンかかららイインンタターー

ネネッットトをを利利用用ししてて申申請請すするる事事がが出出来来まますす。。最最近近のの顔顔写写真真がが必必要要ににななるるののででススママホホ

でで撮撮影影ししてておおくくここととををおお勧勧めめししまますす！！ 

２２．．申申請請後後はは役役場場へへ届届いいたたカカーードドをを受受けけ取取りりにに行行ききまますす。。申申請請後後すすぐぐににはは取取りりににいい

けけなないいののでで要要注注意意！！33週週間間前前後後かかかかるるよよううでですす。。連連絡絡がが来来るるままででししばばららくく待待ちちまま

ししょょうう。。 

３３．．届届いいたたカカーードドをを元元にに各各ポポイインントトをを申申請請ししまますす。。ここれれかかららはは「「ママイイナナポポイインントト」」

とといいううススママホホアアププリリをを使使っってていいききまますす。。 

４４．．ポポイインントトをを付付与与すするる物物をを選選択択ししまますす。。WWAAOONN やや PPaayyPPaayy ななどど自自身身がが使使っってていいるる物物

をを選選択択ししままししょょうう。。 

 

※※発発行行申申請請のの 55000000 ポポイインントトはは選選んんだだ決決済済方方法法でで支支払払っったた 2255%%ががポポイインントト還還元元さされれるる物物でで

すす。。最最初初かからら 55000000 ポポイインントト付付与与さされれるるわわけけででははなないいののでで要要注注意意！！2200,,000000 円円分分ままででののおお

買買いい物物がが対対象象ななののでで 55,,000000円円ももららううたためめににはは 2200,,000000円円おお買買いい物物ををすするる必必要要ががあありりまますす。。

※※公公金金受受取取口口座座のの申申請請のの際際はは登登録録すするる銀銀行行のの通通帳帳番番号号ななどどがが必必要要ににななるるののでで予予めめ用用意意

ししてておおききままししょょうう！！ 

 

 

 
「「
おお
絵絵
かか
きき
ロロ
ジジ
ッッ
クク
」」
とと
呼呼
ばば
れれ
てて
いい
るる
パパ
ズズ
ルル
、、

ごご
存存
知知
のの
方方
もも
多多
いい
でで
しし
ょょ
うう
。。 

縦縦
横横
のの
数数
字字
のの
ヒヒ
ンン
トト
かか
らら
ママ
スス
目目
をを
塗塗
りり
つつ
ぶぶ
しし

てて
いい
くく
とと
、、
絵絵
がが
現現
わわ
れれ
るる
、、
そそ
んん
なな
パパ
ズズ
ルル
でで
すす
。。 

クク
イイ
ズズ
のの
仕仕
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて
説説
明明
しし
まま
すす
。。 

・・
縦縦
とと
横横
にに
ああ
るる
数数
字字
をを
ヒヒ
ンン
トト
にに
しし
てて
、、
ママ
スス
目目 

をを
塗塗
りり
つつ
ぶぶ
しし
まま
すす
。。 

・・
ルル
ーー
ルル
はは
単単
純純
でで
すす
がが
、、
少少
しし
難難
しし
いい
でで
すす
。。 

ココ
ツツ
がが
要要
りり
まま
すす
。。
まま
ずず
確確
実実
なな
とと
ここ
ろろ
かか
らら
、、 

ママ
スス
目目
をを
塗塗
りり
つつ
ぶぶ
しし
まま
すす
。。
簡簡
単単
なな
問問
題題
をを
使使 

っっ
てて
解解
きき
方方
をを
説説
明明
しし
てて
みみ
まま
すす
。。 

 

パパ
ズズ
ルル
のの
問問
題題
をを
編編
集集
室室
でで
制制
作作
しし
てて
みみ
まま
しし
たた
。。 

挑挑
戦戦
しし
てて
みみ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

本本
紙紙
第第
３３
ペペ
ーー
ジジ
をを
ごご
覧覧
くく
だだ
ささ
いい
。。 

おお絵絵描描ききパパズズルルのの解解きき方方 

それぞれの列や行について、指定通りに塗りつぶします。

指定数がたくさん入っている列・行から埋めていくのがコツです。

（上記の例題で言えば、「5」の行、「5」の列。）

確実に黒マスになるところを黒く塗り、確実に空欄になる白マスには×印を付けると便利です。

で、左記のようになります。

解答は「飛行機」となります。

本本紙紙第第３３頁頁のの問問題題にに挑挑戦戦ししててみみててくくだだささいい。。 

×

×

×

×

×

× ×

×

家家族族のの介介護護でで困困っってていいるる方方、、ごご相相談談下下ささいい。。 

★★hhttttpp::////wwwwww..ssgg--mmiiyyaaggiikkaaii..jjpp// 

入入居居をを検検討討ししてていいるる方方ののたためめのの 

ＷＷｅｅｂｂ見見学学会会 開開催催 

入居申込書はホームページから

現現現現在在在在、、、、ユユユユニニニニッッッットトトト型型型型個個個個室室室室にににに空空空空室室室室あああありりりり  

早早早早めめめめのののの入入入入居居居居がががが可可可可能能能能でででですすすす。。。。

動画で施設見学出来ます。

おお気気軽軽ににごご参参加加下下ささいい。。 

88//1177（（水水))  3311((水水)) 
1155 時時よよりり（（ 約約 3300 分分間間 ））

完完 全全 
予予約約制制 

ZZoooomm にによよるるオオンンラライインン説説明明会会でですす。。 

見見学学のの申申込込はは、、メメーールルでで「「見見学学会会参参加加をを希希望望」」とと記記載載ししてて 

送送信信ししててくくだだささいい。。nnaannoorrii--ssoouuddaann@@ssgg--mmiiyyaaggiikkaaii..oorr..jjpp 

詳詳細細ににつついいててメメーールルでで返返信信ししまますす。。 

桜桜
台台
方方
面面 

・・松松園園寺寺 

白白百百合合 
学学園園 

松松
園園
団団
地地 

三三
ツツ
割割 

緑緑
がが
丘丘 

山山
岸岸
方方
面面 

県県営営 
野野球球場場 

ななののりりのの杜杜・・ 

杜杜22号号館館・・里里 

入入居居相相談談はは  ００１１９９((６６６６５５))１１３３１１００ 
（（相相談談員員））斎斎藤藤、、吉吉田田、、外外川川ままでで

高高
松松
方方
面面 

私私たたちちままでで



 

「「魅魅」」？？  馬馬?? 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （８）

第第 8800回回 

ここんんななににユユニニーーククなな方方がが。。 

丘丘丘丘のののの上上上上のののの人人人人  おお寺寺でで何何ががででききるるかか？？ 

毎週金曜の夜、「夜行書店」と

して、寺の本堂の一角で書籍を販

売する活動をしているお寺さん
を訪ねました。（編集室）

編編
集集
後後
記記 

「「
仏仏
にに
力力
負負
けけ
」」
とと
いい
うう
フフ
レレ
ーー
ズズ

をを
新新
聞聞
でで
見見
まま
しし
たた
。。「「
仏仏
（（
ほほ
とと
けけ
））

にに
力力
負負
けけ
」」
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
でで
しし

たた
。。
スス
ポポ
ーー
ツツ
欄欄
のの
見見
出出
しし
でで
しし
たた
。。 

人人
間間
はは
常常
にに
、、
仏仏
様様
にに
はは
負負
けけ
まま

すす
。。
とと
ここ
ろろ
でで
、、
弥弥
勒勒
菩菩
薩薩
様様
はは
5566
億億

７７
千千
万万
年年
後後
にに
如如
来来
様様
とと
なな
っっ
てて
ここ

のの
世世
にに
現現
れれ
るる
とと
かか
。。
そそ
のの
時時
間間
はは
、、

地地
球球
をを
含含
めめ
たた
太太
陽陽
系系
がが
消消
滅滅
すす
るる

まま
でで
にに
残残
ささ
れれ
たた
時時
間間
とと
同同
じじ
。。 

てて
ここ
とと
はは
、、
今今
生生
きき
てて
いい
るる
人人
間間
はは

仏仏
様様
にに
はは
頼頼
れれ
まま
せせ
んん
。。 

まま
たた
、、
ここ
のの
世世
にに
はは
「「
神神
様様
」」
とと
正正

反反
対対
のの
者者
しし
かか
居居
なな
いい
だだ
ろろ
うう
ここ
とと

がが
、、
最最
近近
にに
なな
っっ
てて
判判
明明
しし
まま
しし
たた
。。 

なな
のの
でで
、、
「「
仏仏
様様
」」
にに
頼頼
るる
他他
無無
いい

のの
でで
すす
がが
、、
仏仏
様様
もも
、、
地地
球球
やや
太太
陽陽
系系

がが
無無
くく
なな
るる
時時
にに
なな
っっ
てて
、、
やや
っっ
とと
現現

れれ
るる
んん
でで
すす
っっ
てて
、、
どど
ーー
しし
たた
らら
イイ
イイ

んん
でで
しし
ょょ
うう
かか
ねね
？？ 

おお寺寺ののあありりかかたたをを見見つつめめてて・・・・・・ 

以前、本堂で開催されたフリーマーケットにて。

上階からグルリと本堂を見下ろせる構造です。

日日野野
ひ の

岳岳
おか

 史史乗乗
ふみのり

 ささんん （（ 名名須須川川町町３３  専専
せん

立立寺寺
りゅうじ

 住住職職 ）） 

寺寺
をを
継継
ぐぐ
気気
でで
いい
まま
しし
たた 

盛盛
岡岡
にに
戻戻
っっ
てて
きき
たた
のの
はは
二二
〇〇
一一
〇〇
年年
でで
すす
。。 

テテ
レレ
ビビ
関関
係係
のの
仕仕
事事
（（
技技
術術
職職
））
にに
就就
きき
まま
しし
たた

がが
、、
親親
父父
のの
具具
合合
がが
良良
くく
なな
くく
てて
、、
そそ
ろろ
そそ
ろろ
戻戻
っっ

てて
来来
なな
けけ
れれ
ばば
とと
いい
うう
ここ
とと
でで
帰帰
っっ
てて
来来
まま
しし
たた
。。 

家家
族族
でで
キキ
ャャ
ンン
ププ
をを
しし
たた
りり 

趣趣
味味
とと
言言
ええ
るる
もも
のの
はは
特特
にに
ああ
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
映映

画画
やや
漫漫
画画
をを
見見
るる
のの
もも
好好
きき
でで
すす
。。
子子
どど
もも
たた
ちち
とと

キキ
ャャ
ンン
ププ
しし
たた
りり
しし
まま
すす
。。
秋秋
田田
のの
海海
にに
はは
毎毎
年年
、、

キキ
ャャ
ンン
ププ
にに
行行
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

坊坊
ささ
んん
のの
仕仕
事事
、、
嫌嫌
いい
でで
はは
アア
リリ
ママ
セセ
ンン 

親親
父父
がが
楽楽
しし
そそ
うう
にに
坊坊
ささ
んん
をを
やや
っっ
てて
いい
るる
のの
をを

後後
ろろ
かか
らら
見見
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

寺寺
でで
イイ
ベベ
ンン
トト
をを
しし
てて
いい
るる
方方
々々
のの
ここ
とと
もも
、、
子子

どど
もも
のの
ここ
ろろ
かか
らら
見見
てて
いい
てて
、、
面面
白白
そそ
うう
だだ
なな
ああ
とと

思思
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

寺寺
をを
継継
ぐぐ
とと
いい
うう
よよ
りり
、、
寺寺
をを
「「
やや
っっ
てて
みみ
たた
いい
」」

とと
いい
うう
気気
持持
ちち
がが
大大
きき
かか
っっ
たた
かか
もも
。。 

普普通通のの若若者者ののよよううなな格格好好でで普普通通にに生生活活ししてていいまますす。。おお坊坊

ささんんととししてて「「そそれれででいいいいのの？？」」とと周周りりのの皆皆ささんんにに思思わわれれてて

いいるるののかかもも。。 
でですすがが、、僕僕ががおお坊坊ささんんららししくくなないいとといいうう、、そそののギギャャッッププ、、

実実はは、、僕僕がが生生みみ出出ししてていいるるワワケケででははあありりまませせんん。。おお坊坊ささんん

とといいううののはは「「ここうういいううももののだだ」」とといいうう既既成成概概念念ののよよううななモモ

ノノにに、、僕僕はは反反抗抗ししてていいるるののかかももししれれまませせんん（（笑笑））。。 
「「おお坊坊ささんんはは、、かかくくああるるべべしし」」とといいううここととにに当当たたりり前前にに

乗乗っっかかっってていいるるこことと、、そそれれにに疑疑問問符符がが付付くくわわけけでですす。。そそれれ

をを当当たたりり前前ののよよううにに見見てていいるる一一般般のの人人たたちちににもも疑疑問問符符がが付付
ききまますす。。そそんんなな気気持持ちちででいいまますす（（笑笑））。。

親親父父がが居居ななくくななっってて自自分分がが住住職職とといいうう立立場場ににななっってて分分かか
りりままししたたがが、、色色んんななととこころろでで親親父父にに甘甘ええてていいたたななああとと。。 
今今はは自自分分一一人人ででややららななききゃゃいいけけなないいとといいうう感感じじでですす。。 
生生者者とと死死者者とと子子どどももたたちちにに追追わわれれるる、、そそんんなな毎毎日日でですす。。 

偉偉
そそ
うう
なな
法法
話話
はは
避避
けけ
てて
いい
まま
すす 

いい
わわ
ゆゆ
るる
坊坊
ささ
んん
のの
仕仕
事事
はは
、、
ああ
まま
りり
好好
きき
でで
はは
ああ
りり

まま
せせ
んん
。。
坊坊
ささ
んん
らら
しし
いい
話話
、、
そそ
れれ
がが
求求
めめ
らら
れれ
てて
いい
るる

かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
がが
、、
自自
分分
とと
しし
てて
はは
、、
一一
段段
高高
いい
そそ
のの

立立
場場
がが
イイ
ヤヤ
でで
すす
ねね
（（
笑笑
））。。
おお
坊坊
ささ
んん
とと
しし
てて
持持
ちち
上上

げげ
らら
れれ
るる
のの
もも
苦苦
手手
でで
すす
。。 

仏仏
教教
をを
伝伝
ええ
るる
のの
はは
大大
事事 

仏仏
教教
のの
伝伝
ええ
方方
はは
「「
急急
がが
ばば
回回
れれ
」」
だだ
とと
思思
っっ
てて
いい
まま

すす
。。
寺寺
でで
イイ
ベベ
ンン
トト
をを
すす
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
はは
、、
実実
はは
、、
仏仏

教教
がが
広広
がが
るる
ここ
とと
にに
繋繋
がが
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
仏仏
教教
のの
宣宣
伝伝
をを

しし
てて
いい
るる
わわ
けけ
でで
もも
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

興興
味味
をを
持持
っっ
てて
もも
らら
うう
方方
法法
はは
沢沢
山山
ああ
るる 

年年
配配
のの
人人
はは
おお
坊坊
ささ
んん
のの
話話
にに
興興
味味
がが
湧湧
きき
まま
すす
がが
、、

若若
いい
人人
はは
そそ
うう
でで
はは
なな
いい
。。 

寺寺
でで
イイ
ベベ
ンン
トト
をを
やや
るる
ここ
とと
はは
、、
おお
寺寺
のの
雰雰
囲囲
気気
にに
慣慣

れれ
親親
しし
んん
でで
もも
らら
うう
ここ
とと
にに
繋繋
がが
りり
まま
すす
。。
そそ
のの
ほほ
うう
がが

多多
くく
のの
人人
にに
対対
すす
るる
説説
得得
力力
がが
ああ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

老老
年年
のの
方方
のの
手手
はは
、、
仏仏
ささ
んん
のの
よよ
うう
なな
手手 

農農
業業
をを
しし
てて
いい
るる
老老
年年
のの
方方
のの
手手
はは
、、
ほほ
とと
んん
どど
仏仏
ささ

んん
みみ
たた
いい
なな
手手
でで
すす
。。
長長
いい
年年
月月
ココ
ツツ
ココ
ツツ
とと
努努
力力
しし
てて

きき
たた
証証
（（
ああ
かか
しし
））
のの
よよ
うう
なな
もも
のの
でで
すす
。。 

そそ
ここ
にに
オオ
ーー
ララ
みみ
たた
いい
なな
もも
のの
をを
感感
じじ
まま
すす
。。 

スス
ゲゲ
ーー
なな
とと
感感
じじ
るる
瞬瞬
間間
でで
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

おお
坊坊
ささ
んん
はは
、、
どど
うう
ああ
るる
べべ
きき
かか
？？ 

おお
坊坊
ささ
んん
もも
、、
人人
間間
とと
しし
てて
のの
一一
つつ
のの
生生
きき
方方
でで

すす
。。
そそ
うう
いい
うう
ここ
とと
をを
、、
カカ
ッッ
ココ
よよ
くく
示示
そそ
うう
とと
はは
思思

わわ
なな
いい
でで
すす
。。
ここ
のの
ここ
とと
をを
話話
すす
とと
、、
分分
かか
っっ
てて
いい
たた

だだ
けけ
るる
場場
合合
もも
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
話話
しし
合合
いい
にに
なな
るる
ここ
とと

もも
。。
喋喋
りり
過過
ぎぎ
るる
とと
野野
暮暮
にに
なな
りり
まま
すす
がが
、、「「
何何
事事
もも
、、

そそ
うう
思思
っっ
たた
ああ
なな
たた
のの
感感
性性
、、
そそ
れれ
をを
自自
覚覚
しし
てて
もも
らら

っっ
てて
、、
ああ
なな
たた
にに
感感
性性
をを
磨磨
いい
てて
もも
らら
ええ
れれ
ばば
そそ
れれ
でで

いい
いい
でで
すす
」」
とと
終終
わわ
りり
にに
しし
たた
いい
とと
ここ
ろろ
でで
すす
。。 

おお
坊坊
ささ
んん
がが
語語
るる
のの
はは
野野
暮暮
でで
すす 

「「
仏仏
教教
はは
どど
うう
だだ
」」
とと
かか
、、
おお
坊坊
ささ
んん
のの
仕仕
事事
はは
、、

そそ
うう
いい
うう
仕仕
事事
でで
はは
アア
リリ
ママ
セセ
ンン
。。「「
どど
うう
しし
てて
皆皆
ささ

んん
、、
おお
焼焼
香香
しし
にに
来来
たた
んん
でで
すす
かか
？？
」」
とと
、、
逆逆
にに
問問

うう
てて
みみ
たた
いい
。。 

葬葬
儀儀
をを
やや
るる
のの
はは
「「
自自
分分
たた
ちち
はは
亡亡
くく
なな
っっ
たた
人人

とと
繋繋
がが
っっ
てて
いい
るる
よよ
」」
とと
いい
うう
ここ
とと
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

そそ
ここ
をを
無無
理理
やや
りり
、、「「
仏仏
教教
がが
」」
とと
かか
、、「「
おお
寺寺
がが
」」

とと
かか
、、
そそ
れれ
にに
繋繋
げげ
るる
のの
はは
ダダ
ササ
いい
でで
すす
（（
笑笑
））。。 

おお寺寺のの空空間間はは誰誰ののももののででももなないいとと思思いいまますす。。親親父父はは「「枠枠組組みみをを

どどうう外外すすかか？？」」とといいううここととをを話話ししてていいままししたた。。おお寺寺はは、、仏仏教教ののたた

めめだだけけのの場場所所ででははアアリリママセセンン。。おお寺寺のの空空間間はは、、仏仏教教のの専専売売特特許許でで

ははなないいとと思思いいまますす。。 

おお寺寺のの空空間間でで何何がが出出来来るるかかをを考考ええてていいまますす。。寺寺とといいううののはは誰誰かか

特特定定のの人人ののたためめにに限限定定さされれたたももののでではは無無いいでですす。。仏仏教教とといいううのの

はは、、そそうういいううももののででははあありりまませせんん。。でですすののでで、、本本堂堂でで色色んんななイイベベ

ンントトををややっってて、、色色んんなな人人とと関関わわっってていいっっててももよよいいとと思思いいまますす。。そそ

れれはは父父のの代代かかららずずっっとと行行わわれれててききままししたた。。 

おおおお寺寺寺寺はははは、、、、誰誰誰誰ののののももももののののででででももももなななないいいい  


